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詞林　第74号　2023年10月

凡
例

一
、�

本
注
釈
は
、
解
説
、
校
訂
本
文
、
訓
読
、
校
訂
箇
所
、
語
釈
、
通
釈
か
ら

な
る
。

一
、�

底
本
は
、『
大
日
本
史
料
』
一
編
十
冊
を
用
い
る
。

一
、�

漢
字
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
る
。

一
、�

訓
読
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
る
。

一
、�

脱
字
を
想
定
し
得
る
箇
所
を
□
で
示
し
た
。

一
、�【
解
説
】
及
び
【
語
釈
等
】
で
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
に
拠
る
。

　
・
中
国
文
献

　
　

史
記
・
漢
書
・
後
漢
書
・
隋
書
―
二
十
四
史
（
中
華
書
局
）

　
　

文
選
―
『
文
選
附
考
異
』（
藝
文
印
書
館
）

　
　

�

白
氏
文
集
―
『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』（
同
朋
舎
出
版
・
一
九
八
九
年
）

　
　

藝
文
類
聚
―
上
海
古
籍
出
版
社

　
　

初
学
記
―
中
華
書
局

　
　

論
語
・
毛
詩
―
『
十
三
経
注
疏
』（
中
華
書
局
）

　
　

説
文
解
字
・
水
経
注
・
初
学
記
・
拾
遺
記
・
列
仙
伝
・
玉
台
新
詠

　
　
　
　

―
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
（
臺
灣
商
務
印
書
館
）

　
　

全
唐
詩
―
中
華
書
局

　
　

古
詩
類
苑
―
中
島
敏
夫
編
『
古
詩
類
苑
』（
汲
古
書
院
）

　
・
日
本
文
献

　
　

�

懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
・
菅
家
文
草
―
日
本
古
典
文
学
大
系（
岩
波
書
店
）

　
　

�

凌
雲
集
―
本
間
洋
一
編
『
凌
雲
集
索
引
』（
和
泉
書
院
・
一
九
九
一
年
）

　
　

性
霊
集
―
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
巻
八
』（
密
教
文
化
研
究
所
）

　
　

和
漢
朗
詠
集
―
新
潮
日
本
古
典
集
成

　
　

田
氏
家
集
―
『
田
氏
家
集
注
』（
和
泉
書
院
）

　
　

本
朝
麗
藻
―
群
書
類
従

　
　

本
朝
文
粋
―
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）

　
　

養
老
令
―
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
）

　
　

日
本
書
紀
―
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）

　
　

�

続
日
本
紀
・
文
徳
天
皇
実
録
・
三
代
実
録
・
扶
桑
略
記
・
新
抄
格
勅
符

抄
・
別
聚
符
宣
抄
―
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）

　
　

九
暦
―
大
日
本
古
記
録
（
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
）

　
　

吏
部
王
記
―
史
料
纂
集
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

　
　

延
喜
式
・
西
宮
記
・
内
裏
式
―
神
道
大
系
（
神
道
大
系
編
纂
会
）

　
　

拾
芥
抄
・
二
中
歴
―
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
（
八
木
書
店
）

　
　

類
聚
名
義
抄
―
『
類
聚
名
義
抄
』（
風
間
書
房
）

菅
原
文
時
「
北
宮
御
四
十
九
日
願
文
」　

注
釈

小
西�　

洋
子
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色
葉
字
類
抄
―
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
』（
風
間
書
房
）

　
・
仏
典
関
連

　
　

法
華
経
―
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経
』（
岩
波
書
店
）

　
　

�

無
量
寿
経
―
中
村
元
ほ
か
訳
注
『
浄
土
三
部
経
（
上
） 

無
量
寿
経
』（
岩

波
書
店
）

　
　

�

涅
槃
経
・
摩
訶
摩
耶
経
・
観
無
量
寿
仏
経
疏
・
法
華
文
句
・
勝
鬘
経
義

疏
・
法
苑
珠
林
―
大
正
新
脩
大
蔵
経

一
、�【
語
釈
】
に
引
用
す
る
資
料
に
は
出
典
名
と
巻
名
を
明
記
し
た
。
但
し
、

菅
家
文
草
及
び
白
氏
文
集
は
頻
出
す
る
の
で
出
典
を
省
略
し
巻
名
を
示
し

た
。

一
、�【
語
釈
】
で
用
い
た
作
品
番
号
・
条
文
番
号
は
以
下
の
も
の
に
よ
る
。

　
　

�

白
氏
文
集
―
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』「
綜
合
作
品
表
」

　
　

�

懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
・
性
霊
集
・
菅
家
文
草
―
日
本
古
典
文
学
大
系

（
岩
波
書
店
）

　
　

本
朝
文
粋
―
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）

　
　

田
氏
家
集
―
『
田
氏
家
集
注
』（
和
泉
書
院
）

　
　

養
老
令
―
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
）

一
、�【
語
釈
】
で
は
、
各
句
の
解
釈
を
示
し
、
語
意
を
踏
ま
え
た
逐
語
訳
は
【
通

釈
】
に
示
し
た
。

一
、�【
通
釈
】
で
は
、
全
体
を
逐
語
的
に
訳
し
、
脱
字
部
分
も
想
定
し
た
解
釈

を
示
し
た
。
た
だ
し
、
文
意
を
解
し
が
た
い
箇
所
は
、
語
順
等
を
改
め
て

い
る
。（　

）
内
は
、【
語
釈
】
で
示
し
た
解
釈
に
お
お
よ
そ
該
当
す
る
。

な
お
、
故
人
・
神
仏
に
対
し
て
は
待
遇
表
現
を
と
も
な
っ
て
通
釈
し
た
。

一
、�

引
用
文
中
、〔　

〕
内
は
割
注
を
、
…
…
は
省
略
を
示
す
。

【
解
説
】

Ⅰ　

康
子
内
親
王
に
つ
い
て

　

本
願
文
の
標
題
の
「
北
宮
」
は
康
子
内
親
王
の
こ
と
で
、
本
願
文
は
天
暦
十

一
年
（
九
五
八
）
七
月
、
康
子
内
親
王
の
四
十
九
日
の
法
会
に
際
し
て
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
、
本
願
文
を
康
子
願
文
と
称
す
場
合
も
あ
る
）。

　

康
子
内
親
王
（
九
一
九
～
五
七
）
は
、
醍
醐
天
皇
第
十
四
皇
女
。
母
は
藤
原

穏
子
。
同
母
兄
弟
に
保
明
親
王
・
朱
雀
天
皇
・
村
上
天
皇
が
い
る
。
延
喜
二
十

年
（
九
二
〇
）
十
二
月
、
内
親
王
と
な
り
、
承
平
三
年
（
九
三
三
）
八
月
に
三

品
に
叙
す
（
主
に
、『
日
本
紀
略
』）。
ま
た
、『
日
本
紀
略
』
天
慶
七
年
（
九
四

四
）
九
月
十
三
日
条
に
、「
二
品
康
子
内
親
王
奉
レ
賀
二
中
宮
六
十
御
筭
一
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
天
慶
七
年
九
月
ま
で
に
は
、
二
品
と
な
り
、
天
慶
九
年
（
九

四
六
）
九
月
に
は
、
一
品
に
叙
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
主
に
、『
貞
信
公
記
抄
』・

『
西
宮
記
』）。
そ
し
て
、『
一
代
要
記
』
に
「
康
子
内
親
王 

天
暦
八
年
三
月
十

八
日 

准
后
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
暦
八
年
（
九
五
四
）
三
月
に
准
三
宮
を
賜
る
。

た
だ
し
、
同
年
六
月
、『
西
宮
記
』
巻
二
（
臨
時
二
）
論
奏
事
に
「
天
暦
八
年

六
月
十
九
日
、
一
品
康
子
内
親
王
、
令
下
左
中
将
朝
成
奏
中
辞
二
封
戸
年
官
年
爵

一
之
表
上。
同
廿
日
、
遣
二
左
近
衛
少
将
藤
原
国
紀
一
給
二
勅
答
一、
不
レ
許
二
所
レ
請
之

旨
一
」、
同
・
勅
書
事
に
「
抑
表
勅
荅
、
差
二
中
使
一
遣
二
臣
家
一、
更
不
レ
下
二
中

務
一。
如
レ
此
之
事
、
未
レ
詳
二
其
趣
一
〔
以
二
近
衛
次
将
一
為
レ
使
。
或
遣
子
孫
。
康

子
内
親
王
、
辞
二
准
三
宮
一
之
時
、
以
二
中
納
言
兼
明
卿
一
遣
レ
家
。
初
勅
答
、
或

遣
二
外
衛
佐
一
云
々
〕」
と
あ
る
よ
う
に
、
上
表
し
て
准
三
宮
を
辞
す
も
、
許
さ

れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
勅
答
を
賜
っ
た
後
、
辞
す
こ
と
は
慣
例
で
あ
る
。
そ
の

後
、
藤
原
師
輔
の
室
と
な
り
、
後
の
仁
和
寺
僧
深
覚
を
儲
け
る
が
、
天
暦
十
一

年
（
九
五
七
）
六
月
六
日
、『
日
本
紀
略
』
に
「
一
品
康
子
内
親
王
薨
〔
醍
醐
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第
十
四
皇
女
〕。
給
二
賻
物
一。
件
薨
。
胞
衣
不
レ
下
之
故
也
。
於
二
右
大
臣
坊
城

第
一
薨
」
と
あ
る
よ
う
に
、
出
産
後
に
師
輔
の
自
邸
で
あ
る
坊
城
第
に
て
薨
去

し
た
。

　

な
お
、
本
願
文
で
は
、「
蕙
□
蘭
儀
之
常
、
治
粧
於
勝
鬘
之
袖
、
花
前
月
下

之
久
、
養
艶
於
摩
耶
之
窓
（
蕙
□
蘭
儀
の
常と
こ

し
き
や
、
粧
よ
そ
ほ
ひ

を
勝
鬘
の
袖
に
治

し
、
花
前
月
下
の
久
し
き
や
、
艶つ
や

を
摩
耶
の
窓
に
養
ふ
）」
と
あ
る
よ
う
に
、

康
子
内
親
王
が
出
家
し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
表
現
が
あ
り
、
そ
の
後
に
、

「
長
楽
昔
春
綺
羅
哀
来
、
永
安
故
地
風
塵
恩
断
」
と
、
宮
中
を
退
去
し
た
と
捉

え
る
べ
き
表
現
が
あ
る
（【
語
釈
】
参
照
）。
康
子
内
親
王
が
出
家
し
た
と
い
う

史
実
は
確
認
で
き
な
い
が
、
願
文
の
表
現
に
即
し
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
康
子

内
親
王
は
出
家
の
後
、
宮
中
か
ら
退
出
し
た
と
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。『
大
鏡
』

や
『
中
外
抄
』、『
続
古
事
談
』
に
は
、
師
輔
が
内
親
王
を
宮
中
か
ら
自
邸
に
退

出
さ
せ
た
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
従
う
な
ら
ば
、
退
出
先
は
自
ず
と
坊

城
第
と
な
ろ
う
。
そ
の
退
出
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、『
吏
部
王
記
』（『
花

鳥
余
情
』
所
引
）
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
正
月
十
四
日
条
に
、「
参
二
康
子
内
親

王
所
レ
陪
麗
景
殿
一、
仍
被
レ
錦
」
と
見
え
、
天
慶
五
年
時
点
で
は
、
麗
景
殿
に

陪
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
親
王
は
師
輔
の
室
と
な
っ
た
後
、
歌
合
（
坊
城
右
大

臣
殿
歌
合
）
を
主
催
し
て
い
る
。
坊
城
右
大
臣
殿
歌
合
の
十
巻
本
（
尊
経
閣
文

庫
蔵
）
の
み
に
存
す
る
仮
名
日
記
に
は
、「
天
暦
十
年
八
月
十
一
日
、
坊
城
殿

に
北
の
宮
お
は
し
ま
す
に
、
月
の
い
と
お
も
し
ろ
き
に
、
男
方
女
方
お
ま
へ
の

前
栽
を
題
に
て
よ
め
る
」（『
平
安
朝
歌
合
大
成
』・
同
朋
社
出
版
）
と
あ
り
、

薨
去
の
前
年
、
天
暦
十
年
（
九
五
六
）
に
は
す
で
に
、
坊
城
第
に
遷
居
し
て
い

た
と
見
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う（

1
）か
。
康
子
内
親
王
の
出
家
が
事
実
で
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
出
家
と
坊
城
第
へ
の
遷
居
の
関
わ
り
等
、
検
討
の
余
地
は
多
く
残
る
が
本

注
釈
が
史
実
を
傍
証
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

Ⅱ　

菅
原
文
時
に
つ
い
て

　

本
願
文
の
作
者
は
、
底
本
の
標
題
に
「
文
時
作
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
菅
原

文
時
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
文
時
は
、
平
安
時
代
中
期
の
儒
者
。
昌
泰
二
年
（
八

九
九
）
生
ま
れ
、
菅
原
道
真
の
孫
で
菅
三
品
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
官
歴
は
、
文

時
自
身
が
「
請
下
殊
蒙
二
天
裁
一
依
二
勤
績
及
儒
労
一
叙
中
従
三
位
上
状
」（
本
朝
文

粋
巻
六
・
152
）
及
び
「
請
下
特
蒙
二
天
恩
一
依
二
当
省
幷
儒
学
労
一
被
上
下
叙
従
三

位
一
状
」（
同
・
153
）
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
従
う
と
、「
右
文
時
、
延
長

之
初
、
召
候
二
内
御
書
所
一。
承
平
之
末
、
為
二
文
章
得
業
生
一。
天
慶
五
年
、
対

策
及
第
。
歴
二
内
記
一
十
余
年
、
仕
二
弁
官
一
九
箇
年
。
応
和
二
年
、
叙
二
四
位
一。

康
保
元
年
、
任
二
当
職
一
」（
152
）
と
あ
る
よ
う
に
、
延
長
の
初
め
に
内
御
書
所
に

召
さ
れ
、
承
平
の
末
に
文
章
得
業
生
と
な
る
。
そ
し
て
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
四

十
四
歳
で
対
策
及
第
し
、
内
記
を
十
余
年
・
弁
官
を
九
年
務
め
た
。
そ
の
後
、
康

保
元
年
（
九
六
四
）
に
式
部
大
輔
（
式
部
権
大
輔
）
兼
文
章
博
士
と
な
る
（「
請
下

特
蒙
二
天
恩
一
依
二
当
省
并
儒
学
労
一
被
上
下
叙
従
三
位
一
状
」（
153
）・
藤
原
敦
光

「
申
二
参
議
中
弁
一
状
」（
大
治
六
年
正
月
四
日
・
本
朝
続
文
粋
巻
六
））。
そ
し
て
、

天
元
三
年
（
九
八
〇
）
に
「
請
下
特
蒙
二
天
恩
一
依
二
当
省
并
儒
学
労
一
被
上
下
叙

従
三
位
一
状
」（
153
）
に
て
従
三
位
を
請
う
も
、
一
年
見
送
ら
れ
、
天
元
四
年
（
九

八
一
）
正
月
に
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
（
公
卿
補
任
）。
そ
の
翌
年
没
。

　

本
願
文
執
筆
時
の
文
時
の
官
職
に
つ
い
て
考
証
し
て
お
き
た
い
。
天
慶
六
年

（
九
四
三
）ま
で
に
は
少
内
記
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、『
政
事
要
略
』（
巻
三
十
・

年
中
行
事
）・
天
慶
六
年
五
月
二
十
七
日
条
の
「
但
少
内
記
菅
原
文
時
去
廿
五

日
奉
二
上
卿
仰
一
已
了
」
よ
り
分
か
る
。
ま
た
、
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
ま
で

に
は
、
大
内
記
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、「
応
レ
令
三
権
左
少
弁
藤
原
雅
量
等
八

人
実
二
録
大
蔵
一
本
御
書
一
事
」（
別
聚
符
宣
抄
・
天
暦
三
年
二
月
十
五
日
・
宣
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旨
）
に
「
大
内
記
従
五
位
下 

菅
原
朝
臣
文
時
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。

さ
ら
に
、
天
暦
八
年
（
九
五
四
）
十
月
に
は
、
左
少
弁
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

⑴
『
二
中
歴
』
第
二
儒
職
歴
・
儒
者
弁
の
「
菅
文
時 

天
暦
八
十 

右
少 

左
少
」

か
ら
分
か
る
。
こ
の
後
、
⑵
『
二
中
歴
』
第
二
儒
職
歴
・
文
章
博
士
に
「
菅
文

時 

天
徳
元
六 
従
五
上
」
と
あ
る
。
な
お
、
天
暦
十
一
年
は
、
十
月
に
天
徳
に

改
元
し
て
い
る
の
で
、
九
五
七
年
六
月
に
、
従
五
位
上
で
文
章
博
士
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。し
か
し
、文
時
の「
意
見
封
事
三
箇
条
」（
本
朝
文
粋
巻
二
・

68
）
の
署
名
に
は
、「
天
暦
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日 

従
五
位
上
守
右
少
弁
臣

菅
原
朝
臣
文
時
上
」
と
あ
り
、『
二
中
歴
』
の
年
月
及
び
官
職
と
矛
盾
す
る
。

た
だ
し
、「
意
見
封
事
三
箇
条
」
は
偽
作
で
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
意
図
的
に

署
名
の
日
付
や
官
職
を
変
え
て
記
さ
れ
る
こ
と
が
長
瀬
由
美
氏
に
よ
っ
て
証
明

さ
れ（

2
）た
。
従
っ
て
、
本
願
文
作
成
時
の
官
職
は
、『
二
中
歴
』
に
拠
っ
て
解
す

る
べ
き
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
願
文
が
作
成
さ
れ
た
天
暦
十
一
年
七
月
時
点
の

文
時
の
官
位
及
び
官
職
は
、
ま
ず
⑵
『
二
中
歴
』
よ
り
、
従
五
位
上
で
文
章
博

士
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
文
章
博
士
は
兼
官
で
あ
る
。

兼
官
に
つ
い
て
は
⑴
『
二
中
歴
』
及
び
「
請
下
殊
蒙
二
天
裁
一
依
二
勤
績
及
儒
労
一

叙
中
従
三
位
上
状
」（
152
）
の
「
仕
弁
官
九
箇
年
」
か
ら
、
天
暦
八
年
に
左
少
弁

と
な
り
、
九
年
間
弁
官
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
天
暦
十
一
年
時
点
で

は
左
少
弁
で
あ
っ
た
か
。
つ
ま
り
は
、
本
願
文
執
筆
時
点
の
文
時
は
、
従
五
位

上
の
左
少
弁
兼
文
章
博
士
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ（

3
）る。

Ⅲ　

本
願
文
に
つ
い
て

1
．
底
本
に
つ
い
て

　

本
願
文
は
、
彰
考
館
文
庫
蔵
『
願
文
集
』
の
第
七
冊
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
本
史
料
の
謄
写
本
が
あ
る
が
、
彰
考
館
文

庫
の
閲
覧
・
使
用
許
可
が
か
な
わ
な
か
っ
た
た
め
、
本
注
釈
で
は
『
大
日
本
史

料
』
を
底
本
と
し
た
。

2
．
署
名
の
日
付
に
つ
い
て

　

本
願
文
の
署
名
の
日
付
に
は
、天
暦
十
一
年
七
月
廿
三
日
と
あ
る
が
、『
九
暦
』

に
よ
る
と
、
七
月
二
十
二
日
条
に
、「
一
品
四
十
九
日
御
法
事
々
、〔
有
レ
儀
〕」、

同
月
二
十
四
日
条
に
「
依
二
四
十
九
日
正
日
法
事
一
々
」
と
あ
り
、
四
十
九
日

の
法
会
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
の
は
、
二
十
二
日
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
う

す
る
と
、
署
名
の
日
付
と
矛
盾
し
、「
二
」
と
「
三
」
の
誤
写
な
ど
が
想
定
さ

れ
る
。

3
．
施
主
（
願
主
）
と
依
頼
機
関
に
つ
い
て

　

願
文
は
、
願
主
が
儒
者
に
依
頼
し
て
作
成
さ
れ
る
。
本
願
文
の
願
主
は
、
署

名
に
「
別
当 

大
納
言
」
と
あ
り
、
そ
の
右
傍
に
「
源
高
明
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

源
高
明
が
願
主
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
願
文
は
、
皇
族
（
上
皇
、
親
王
・

内
親
王
、
三
后
、
春
宮
）
が
故
人
の
場
合
、
家
政
機
関
が
依
頼
し
、
そ
の
長
官

が
署
名
す
る
。
従
っ
て
、
本
願
文
の
場
合
は
、
内
親
王
家
が
依
頼
し
、
そ
の
内

親
王
家
の
別
当
（
長
官
）
で
あ
る
源
高
明
が
署
名
し
た
こ
と
に
な
る
。
願
文
は

通
常
、
作
者
が
願
主
の
立
場
と
な
り
、
願
主
の
心
境
を
代
筆
す
る
形
式
で
書
か

れ
る
。
個
人
が
依
頼
し
た
願
文
で
は
、
署
名
し
た
人
物
が
願
主
と
な
り
、
願
文

の
中
で
願
主
の
自
称
で
あ
る
「
弟
子
」
が
記
さ
れ
、
願
主
個
人
が
強
く
反
映
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
皇
族
が
故
人
の
場
合
は
、
組
織
が
依
頼
す
る
た
め
、「
弟
子
」

と
い
う
自
称
は
な
く
、
署
名
を
記
し
た
長
官
個
人
が
表
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

従
っ
て
こ
の
場
合
は
、
署
名
し
た
人
物
を
願
主
と
称
す
よ
り
、
法
会
を
主
催
し

た
責
任
者
と
い
う
意
味
で
施
主
と
称
す
方
が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
本

願
文
は
、
内
親
王
家
が
依
頼
し
た
願
文
で
、
そ
の
施
主
0

0

は
内
親
王
家
の
長
官
で
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あ
る
源
高
明
が
務
め
た
、
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
源
高
明
が
康
子
内
親
家
の
別

当
を
務
め
た
こ
と
を
傍
証
す
る
史
料
は
な
い
も
の
の
、
内
親
王
家
別
当
は
納
言

が
務
め
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
当
時
大
納
言
で
あ
っ
た
源
高
明
が
内
親
王
家
別

当
を
務
め
た
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ（

4
）う。

4
．
本
願
文
の
構
成
と
句
の
解
釈
に
つ
い
て

　

本
願
文
は
、「
方
今
」
を
境
に
し
て
、
康
子
内
親
王
の
生
涯
が
述
べ
ら
れ
た

前
半
と
法
会
の
功
徳
を
讃
歎
す
る
後
半
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
前

半
部
は
、
発
句
（
文
章
の
発
端
に
用
い
る
も
の
）
や
傍
句
（
接
続
詞
の
よ
う
な

機
能
の
も
の
）
と
い
わ
れ
る
「
自
従
」、「
於
是
」、「
豈
図
」、「
嗚
呼
」
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
を
以
下
の
よ
う
に
読
み
分
け
ら
れ
る
。
冒
頭
の
「
右
長

公
主
殿
下
」
以
下
は
、
康
子
内
親
王
の
皇
統
を
称
え
、
仏
門
に
心
を
寄
せ
た
こ

と
、「
自
従
」
以
下
は
、
康
子
内
親
王
が
宮
中
を
去
っ
た
こ
と
、「
於
是
」
以
下

は
、
臣
下
が
内
親
王
の
恩
沢
を
頼
り
に
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し

て
「
豈
図
」
以
下
で
、
内
親
王
の
薨
去
が
記
さ
れ
、「
嗚
呼
」
以
下
で
は
、
そ

の
死
が
悲
嘆
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
前
半
を
承
け
て
、「
方
今
」
が
置
か
れ
、
四

十
九
日
の
法
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
記
し
、
以
下
、
そ
の
法
会
の
荘
厳
が
称
え

ら
れ
る
、
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

　

な
お
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
菅
原
道
真
「
為
二
源
大
夫
閤
下
一
先
妣
伴
氏
周

忌
法
会
願
文
」（
菅
家
文
草
巻
一
一
・
637
、
以
下
、
源
大
夫
先
妣
願
文
と
称
す
）

と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
源
大
夫
先
妣
願
文
は
、
源
能
有
が
母
伴
氏
の
た
め
に
周

忌
法
会
を
修
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
願
文
で
あ
る
。
能
有
は
、
文
徳
天
皇
の
皇

子
で
あ
り
、
源
氏
を
賜
姓
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
願
文
は
皇
族
関
係
の
女
性

の
た
め
に
書
か
れ
た
願
文
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

そ
し
て
、
右
に
述
べ
た
康
子
願
文
の
「
自
従
」、「
於
是
」、「
豈
図
」
は
、
そ

の
順
序
と
も
に
、
源
大
夫
先
妣
願
文
と
一
致
し
て
い
る
。
源
大
夫
先
妣
願
文

に
は
、
こ
れ
ら
の
共
通
点
に
加
え
て
、
摩
耶
夫
人
と
勝
鬘
夫
人
の
対
も
用
い
ら

れ
て
お
り
（【
語
釈
】
各
項
参
照
）、
こ
れ
ら
の
点
に
両
願
文
の
直
接
的
な
関
係

を
窺
え
る
。
特
に
、
発
句
（
傍（

5
）句）
は
、
康
子
願
文
の
句
の
解
釈
と
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
。と
い
う
の
も
、「
長
楽
昔
春
綺
羅
哀
来
、永
安
故
地
風
塵
恩
断（
長

楽
昔
春
の
綺
羅
哀
し
み
来
た
り
て
、
永
安
故
地
の
風
塵
恩
断
え
し
）」
は
、
語

句
の
み
を
見
る
と
、
康
子
内
親
王
の
死
去
を
い
う
表
現
に
も
捉
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
発
句
を
踏
ま
え
る
と
康
子
内
親
王
の
死
は
、「
豈
図
」
以
降
の
「
大
夢

早
驚
、
出
華
殿
之
深
邃
、
長
暮
無
暁
、
隔
松
壝
之
蕭
条
（
大
夢
早
く
驚
き
、
華

殿
の
深し
ん

邃す
い

を
出
で
、
長
暮
暁
無
く
、
松し
よ
う

壝い

の
蕭し
よ
う

条じ
よ
う

に
隔
た
り
）」
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、「
長
楽
昔
春
…
…
風
塵
恩
断
」

は
、
前
句
の
「
蕙
□
蘭
儀
の
常と
こ

し
き
や
、
粧
よ
そ
ほ
ひ

を
勝
鬘
の
袖
に
治
し
、
花
前
月

下
の
久
し
き
や
、
艶つ
や

を
摩
耶
の
窓
に
養
ふ
）」
を
承
け
て
お
り
、
内
親
王
が
出

家
に
よ
っ
て
宮
中
を
退
出
し
た
こ
と
（「
Ⅰ 

康
子
内
親
王
に
つ
い
て
」
参
照
）

を
悲
歎
す
る
表
現
と
解
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
句
の
解
釈
は
難
解
で
あ

る
が
、
本
注
釈
で
は
発
句
を
踏
ま
え
た
解
釈
を
示
し
た
（【
語
釈
】
参
照
）。
発

句
の
用
い
方
を
は
じ
め
と
し
た
源
大
夫
先
妣
願
文
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
別
稿
に
て
詳
細
に
検
討
し
た
い
。

5
．
今
後
の
課
題
―
本
願
文
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

　

本
願
文
は
、
内
親
王
家
と
い
う
家
政
機
関
が
依
頼
し
た
願
文
と
い
う
点
に
特

徴
が
あ
る
。「
3
．
施
主
（
願
主
）
と
依
頼
機
関
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
も
述

べ
た
よ
う
に
、
故
人
が
皇
族
の
場
合
、
家
政
機
関
が
依
頼
す
る
。
も
っ
と
も
平

安
中
期
頃
に
な
る
と
、
追
善
願
文
は
故
人
の
身
分
に
よ
っ
て
そ
の
型
（
構
成
項

目
）
が
定
型
化
さ
れ
る
。
た
だ
、
平
安
期
の
願
文
で
、
故
人
が
内
親
王
の
願
文

は
伝
存
す
る
も
の
が
少
な
く
、
現
時
点
で
は
本
願
文
の
他
に
、
大
江
朝
綱
「
勤

子
内
親
王
願
文
」（
大
日
本
史
料
一
―
七
、
以
下
勤
子
願
文
）、
慶
滋
保
胤
「
為
二
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二
品
長
公
主
一
四
十
九
日
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
419
、
以
下
尊
子
願
文
）

し
か
見
出
せ
て
い
な
い
。
勤
子
願
文
は
醍
醐
天
皇
皇
女
勤
子
内
親
王
、
尊
子
願

文
は
冷
泉
天
皇
皇
女
尊
子
内
親
王
の
た
め
に
書
か
れ
た
願
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、

勤
子
願
文
は
、
内
親
王
の
夫
藤
原
師
輔
が
個
人
的
依
頼
し
た
も
の
で
、
内
親
王

家
が
依
頼
し
た
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
平
安
期
の
願
文
で
内
親
王
家
の
依

頼
し
た
願
文
は
、
本
願
文
と
尊
子
願
文
の
二
首
の
み
で
、
現
在
注
釈
が
施
さ
れ

て
い
る
の
は
、
尊
子
願
文
の
み
で
あ（

6
）る。
例
え
ば
、
上
皇
の
た
め
に
書
か
れ
た

願
文
は
、『
本
朝
文
粋
』
に
多
く
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
お
お
よ

そ
同
様
の
型
を
見
出
せ
る
。
し
か
し
、
本
願
文
と
尊
子
願
文
を
比
較
し
た
場
合
、

明
ら
か
に
共
通
す
る
よ
う
な
型
が
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
た
だ
、
語
句
の
レ
ベ

ル
で
は
、
故
人
の
成
仏
を
祈
願
す
る
箇
所
に
お
い
て
、「
西
方
浄
刹
之
風
、 

従

茲
吹
動
、
一
乗
妙
理
之
花
、
自
然
開
敷
0

0

。
願
以
此
功
徳
、
奉
資
長
公
主
、
払
秋

霧
於
五
障
之
関
、
飛
暁
月
於
三
覚
之
道
。」（
本
願
文
）
―
「
若
住
二
暫
含
之
花

色
一、
常
楽
風
吹
、
忽
令
二
開
敷
0

0

一。
若
有
二
未
明
之
月
輪
一、
余
習
雲
散
、
永
令
二
円

満
一（

7
）
」（
尊
子
願
文
）
と
い
う
よ
う
に
、
悟
り
の
世
界
の
風
が
詠
ま
れ
る
こ
と
や

悟
り
を
月
に
喩
え
る
と
い
っ
た
点
は
共
通
す
る
表
現
と
い
え
る
。
先
述
し
た
源

大
夫
先
妣
願
文
や
尊
子
願
文
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
本
願
文
の
系
譜
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。
多
く
の
課
題
が
残
る
が
、
本
注

釈
で
は
、
ま
ず
は
本
願
文
の
内
容
を
読
み
解
く
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
。
批
正

を
請
う
。

【
注
】

（
1
）「
北
宮
」
が
康
子
内
親
王
で
あ
る
こ
と
は
、
杉
崎
重
遠
「
北
宮
考
」『
王
朝
歌
人
伝

の
研
究
』（
新
典
社
・
一
九
八
六
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、『
公
忠
集
全
釈
』（
風
間
書
房
・

二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
も
、
八
番
歌
「
ゆ
き
や
ら
で
…
…
」
の
詞
書
「
こ
の
み
や
」

を
巡
っ
て
「
北
の
宮
」
に
関
す
る
論
考
が
整
理
さ
れ
て
い
る
（
八
一
～
八
二
頁
）。

（
2
）
長
瀬
由
美
「
菅
原
文
時
「
封
事
三
箇
条
」
に
つ
い
て
―
『
源
氏
物
語
』
以
前
の
ひ

と
つ
の
文
学
―
」『
源
氏
物
語
の
礎
』（
青
簡
舎
・
二
〇
一
二
年
）
に
拠
る
。

（
3
）
本
項
目
に
記
し
た
文
時
の
官
歴
に
関
し
て
は
、
真
壁
俊
信
「
菅
原
文
時
伝
」『
天
神

信
仰
史
の
研
究
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
一
九
九
四
年
）
に
て
考
証
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
本
項
目
で
述
べ
た
こ
と
は
、
拙
稿
「
追
善
願
文
の
書
式
と
願
主
―
『
本
朝
文
粋
』

所
収
「
花
山
院
卌
九
日
御
願
文
」
と
「
為
二
品
長
公
主
卌
九
日
願
文
」
を
巡
っ
て
―
」

（『
和
漢
比
較
文
学
』
六
八
・
二
〇
二
二
・
二
）
に
て
論
じ
て
い
る
。

（
5
）『
作
文
大
体
』（
群
書
類
従
本
）
の
「
筆
大
体
」
の
呼
称
に
よ
る
。『
作
文
大
体
』
で
は
、

対
句
を
為
さ
ず
に
独
立
的
に
用
い
る
語
を
「
発
句
」・「
漫
句
」・「
送
句
」・「
傍
句
」
に

分
類
し
、「
傍
句
」
に
つ
い
て
は
、「
相
二
似
発
句
一
」
と
あ
り
、
明
確
に
区
別
し
難
い
。

山
本
真
吾
『
平
安
朝
漢
詩
文
の
文
体
と
語
彙
』（
第
二
部
第
二
章
「
表
白
の
文
体
」・
勉

誠
出
版
・
二
〇
一
七
年
）、
渡
辺
秀
夫
「
唐
文
化
の
受
容
と
国
風
文
化
の
創
出
―
唐
伝

来
の
賦
格
『
賦
譜
』
か
ら
み
た
平
安
朝
漢
詩
《
句
題
詩
》
の
生
成
―
」『
萬
葉
集
研
究

第
四
十
一
集
』（
塙
書
房
・
二
〇
二
二
年
）
参
照
。
ま
た
、
渡
辺
論
文
は
、
文
章
を
構

成
す
る
要
素
・
句
に
つ
い
て
、『
作
文
大
体
』
と
賦
の
文
章
構
成
を
唐
代
の
試
賦
の
指

南
書
で
あ
る
『
賦
譜
』
の
関
係
に
言
及
し
な
が
ら
、
賦
の
文
章
構
成
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る
。
発
句
を
基
準
と
し
て
願
文
の
構
成
を
捉
え
て
い
く
こ
と
に
も
通
ず
る
指
摘
で
あ

ろ
う
。

（
6
）
尊
子
願
文
の
注
釈
は
柿
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釈
』（
冨
山
房
・
一
九
六
八
年
）、

後
藤
昭
雄
『
本
朝
文
粋
抄 

二
』（
勉
誠
出
版
・
二
〇
〇
九
年
）
井
上
辰
雄
『
慶
滋
保
胤
』

（
井
上
辰
雄
先
生
を
偲
ぶ
会
・
二
〇
一
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
7
）
当
該
表
現
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「「
為
二
品
長
公
主
四
十
九
日
願
文
考
」
―
『
往
生

要
集
』
の
利
用
―
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
六
四
・
二
〇
二
〇
・
二
）
に
て
考
察
し
て
い
る
。
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菅原文時「北宮御四十九日願文」　注釈（小西）

【
校
訂
本
文
】

北
宮
御
四
十
九
日
願
文　

文
時
作

右
、

長
公
主
殿
下
、

瑶
水
分
派
、

瓊
林
連
枝
。

蕙
□
蘭
儀
之
常
、
治
粧
於
勝
鬘
之
袖
、

花
前
月
下
之
久
、
養
艶
於
摩
耶
之
窓
。

自
従
、

長
楽
昔
春
綺
羅
哀
来
、

永
安
故
地
風
塵
恩
断
、

失
時
之
臣
、
只
慰
腸
於

1沁
水
之
曲
、

恋
古
之
妾
、
□
寄
身
於
常
山
之
阿
。

於
是
、

年
給
之
准
三
宮
也
、
遺
老
潜
待
雨
露
之
次
、

別
封
之
余
千
戸
也
、
旧
仕
併
飽
湯
沐
之
余
。

豈
図
、

大
夢
早
驚
、

2出
華
殿
之
深
邃
、

長
暮
無
暁
、
隔
松
壝
之
蕭
条
。

嗚
呼
、

鳳
台
雲
散
之
初
、
空
遺
金

3卵
。

仙
圃
風
悲
之
後
、
永
絶
玉
音
。

方
今
、

平
陽
第
裏
、
屑
心
之
悼
未
休
、

中
陰
期
終
、
課
果
之
計
欲
献
。

是
以
、

銷
白
銀
而
化
為
尊
像
、

研
黄
金
而
現
彼
真
文
。

尋
法
性
之
道
場
、

翹
精
誠
而
供
養
。

花
雨
四
種
、
寧
非
紫
蓋
之
盛
□
哉
。

香
煙
百
和
、
皆
是
珠
奩
之
旧
蔵
也
。

4千
比
丘
之
□
衆
、
合
掌
帰
依
、

百
羅
漢
之
禅
徒
、
同
音
称
讃
。

西
方
浄
刹
之
風
、
従
茲
吹
動
、

一
乗
妙
理
之
花
、
自
然
開
敷
。

願
以
此
功
徳
、

奉
資

5長
公
主
。

払
秋
霧
於
五
障
之
関
、

飛
暁
月
於
三
覚
之
道
。

悉
6導

衆
生
之
無
辺
、

同
證
涅
槃
之
□
□
。

敬
白
。

　
　
　

天
暦
十
一
年
七
月
廿
三
日　

別
当
大〔
源
高
明
〕

納
言

【
訓
読
文
】

右
、

長
公
主
殿
下
、

瑶
水
派
を
分
け
、

瓊
林
枝
に
連
ぬ
。

蕙
□
蘭
儀
の
常と
こ

し
き
や
、
粧
よ
そ
ほ
ひを
勝
鬘
の
袖
に
治
し
、

花
前
月
下
の
久
し
き
や
、
艶つ
や

を
摩
耶
の
窓
に
養
ふ
。
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菅原文時「北宮御四十九日願文」　注釈（小西）

長
楽
昔
春
の
綺
羅
哀
し
み
来
た
り
て
、

永
安
故
地
の
風
塵
恩
断
え
し
よ
り
、

失
時
の
臣
、
只
だ
腸
は
ら
わ
たを
沁
水
の
曲く
ま

に
慰
め
、

恋
古
の
妾
、
□　

 

身
を
常
山
の
阿く
ま

に
寄
す
。

是
に
於
い
て
、

年
給
の
三
宮
に
准
ふ
る
也
、
遺
老
潜ひ
そ

か
に
雨
露
の
次
を
待
ち
、

別
封
の
千
戸
に
余
せ
む
也
、
旧
仕
併し
か

し
な
が
ら
湯
沐
の
余
に
飽
く
。

豈
に
図
ら
む
や
、

大
夢
早
く
驚
き
、
華
殿
の
深し
ん

邃す
い

を
出
で
、

長
暮
暁
無
く
、
松
し
よ
う

壝い

の
蕭
し
よ
う

条じ
よ
うに
隔
つ
。

嗚あ

呼あ

、

鳳
台
雲
散
ず
る
初
め
、
空
し
く
金
卵
を
遺
す
。

仙
圃
風
悲
し
む
後
、
永
と
こ
し
えに
玉
音
を
絶
つ
。

方
に
今
、

平
陽
の
第
裏
、
心
を
屑く
だ

く
悼
い
た
み

未
だ
休や

ま
ず
も
、

中
陰
の
期
終
、
果
を
課
す
る
計
は
か
ら
ひを
献
ぜ
む
。

是
を
以
て
、

白
銀
を
銷と

き
て
尊
像
と
化な

為
し
、

黄
金
を
研
ぎ
て
彼
の
真
文
を
現
す
。

法
性
の
道
場
を
尋
ね
、

精
誠
を
翹あ

げ
て
供
養
す
。

花
雨
の
四
種
、
寧
ぞ
紫
蓋
の
盛
□
に
非
ざ
ら
む
か
。

香
煙
の
百
和
、
皆
是
珠
奩れ
ん

の
旧
蔵
也
。

千
比
丘
の
□
衆
、
掌
た
な
ご
こ
ろを
合
は
せ
て
帰
依
し
、

百
羅
漢
の
禅
徒
、
音
を
同
じ
く
し
て
称
讃
す
。

西
方
浄
刹
の
風
、
茲こ
こ

よ
り
吹
き
動
き
、

一
乗
妙
理
の
花
、
自お
の
づ然
か
ら
開
き
敷
く
。

願
く
は
此
の
功
徳
を
以
て
、

長
公
主
を
資
け
奉
ら
む
。

秋
霧
を
五
障
の
関
に
払
ひ
、

暁
月
を
三
覚
の
道
に
飛
ば
さ
む
。

悉こ
と
ご
とく
衆
生
を
無
辺
に
導
き
、

同ひ
と

し
く
涅
槃
の
□
□
に
證
さ
む
。

敬
ひ
て
白
す
。

　
　
　

天
暦
十
一
年
七
月
廿
三
日　

別
当
大〔
源
高
明
〕

納
言

【
校
訂
箇
所
】

1　

沁
―
心
（
底
本
）　

2　

出
―
於
（
底
本
）　　

3　

卵
―
卯
（
底
本
）

4　

千
―
七
（
底
本
）　

5　

長
―
先
（
底
本
）　　

6　

導
―
辱
（
底
本
）

　

※
す
べ
て
意
に
よ
り
改
め
た
（【
語
釈
】
各
項
参
照
）
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菅原文時「北宮御四十九日願文」　注釈（小西）

【
語
釈
】

右
―
以
前
、
と
同
じ
意
味
。
一
箇
条
を
受
け
る
時
は
「
右
」、
二
箇
条
以
上
を

受
け
る
場
合
は
「
以
前
」
と
定
ま
っ
て
い
た
（
公
式
令
）
が
、
後
に
「
以
前
」

は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た（
佐
藤
進
一『
古
文
書
学
入
門
』（
法
政
大
学
出
版
局
・

二
〇
〇
三
年
・
70
頁
）
参
照
）。
家
政
機
関
の
依
頼
し
た
願
文
で
は
、
冒
頭
に
、

供
養
経
像
が
列
挙
さ
れ
、
そ
れ
を
承
け
て
「
右
」
や
「
以
前
」
が
置
か
れ
る
。

一
例
を
示
し
て
お
く
と
次
の
通
り
。

大
江
朝
綱
「
朱
雀
院
周
忌
御
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
414
）

　

奉
レ
造
金
色
阿
弥
陀
仏
像
一
体
。

　

奉
レ
写
金
字
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
、
無
量
義
経
、
普
賢
、
阿
弥
陀
、
般
若

心
等
経
各
一
巻
。

　
　

已
上
中
宮
所
下
令
二
造
写
一
給
者
上
也
。

　

奉
レ
造
金
色
千
手
観
世
音
菩
薩
像
一
体
、
正
観
音
像
一
体
、
普
賢
文
殊
像
各

一
体
。

　

奉
写
墨
字
一
切
経
五
千
三
百
六
十
二
巻
。

　
　

已
上
院
司
所
レ
令
二
勤
奉
一。

右
、
奉
二
皇
太
后
宮
令
旨
一
云
、
太
上
法
皇
周
忌
御
斎
、
造
仏
写
経
、
大
略
若
斯
。

　

ま
た
、『
本
朝
文
粋
』
巻
一
四
所
収
の
「
円
融
院
四
十
九
日
御
願
文
」
は
、

身
延
山
久
遠
寺
蔵
本
で
は
、
冒
頭
に
記
さ
れ
る
仏
像
や
経
典
が
省
略
さ
れ
、「
在

仏
経
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
例
及
び
右
の
書
式
を
踏
ま
え
る
と
、
本
願
文

も
「
右
」
の
前
に
、
供
養
さ
れ
た
は
ず
の
仏
像
や
経
典
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

長
公
主
―
天
子
の
姉
妹
。
康
子
内
親
王
は
、
朱
雀
天
皇
・
村
上
天
皇
の
同
母
姉
。

　

例
え
ば
、『
後
漢
書
』
巻
十
下
・
皇
后
紀
第
十
下
に
「
漢
制
、
皇
女
皆
封
二
県

公
主
一、
儀
服
同
二
列
侯
一。
其
尊
崇
者
、
加
二
号
長
公
主
一、
儀
服
同
二
蕃
王
一
」
と

見
え
、
李
賢
注
は
「
蔡
邕
曰
、
帝
女
曰
二
公
主
一、
姉
妹
曰
二
長
公
主
一
」
と
蔡
邕

の
説
を
引
く
。
ま
た
、『
本
朝
文
粋
』（
巻
一
四
）
所
収
の
慶
滋
保
胤
「
為
二
二

品
長
公
主
一
四
十
九
願
文
」
は
、
花
山
天
皇
の
同
母
姉
尊
子
内
親
王
の
た
め
に
、

作
成
さ
れ
た
願
文
で
あ
る
が
、
身
延
山
久
遠
寺
蔵
本
の
標
題
の
「
長
公
主
」
の

左
傍
に
も
「
帝
王
姉
妹
曰
長
公
主
」
と
あ
り
、
本
文
で
も
「
二
品
長
公
主
、
今

年
五
月
、
忽
以
入
滅
矣
」
と
、
尊
子
内
親
王
を
「
長
公
主
」
と
称
し
て
い
る
。

殿
下
―
三
后
（
太
皇
太
后
・
皇
太
后
・
皇
后
）・
皇
太
子
な
ど
の
敬
称
。

　
「
儀
制
令
」
第
十
八
・
3
に
、「
凡
皇
后
皇
太
子
以
下
、
率
土
之
内
、
於
二
天

皇
太
上
天
皇
一
上
表
、
同
称
二
臣
妾
名
一。
皇
后
皇
太
子
、
於
二
太
皇
太
后
皇
太

后
一、
率
土
之
内
、
於
二
三
后
皇
太
子
一
上
啓
、
称
二
殿
下
一。
自
称
皆
臣
妾
」
と
、

三
后
及
び
皇
太
子
に
上
啓
す
る
際
は
、
三
后
及
び
皇
太
子
を
殿
下
と
称
し
、
自

ら
を
臣
妾
と
称
す
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
真
「
為
二
諸
公
主
一

奉
レ
為
二
中
宮
一
修
二
功
徳
一
願
文
」（
巻
一
一
・
664
）
に
も
「
中
宮
殿
下
、
毎
年

臘
月
、
剋
二
三
日
夜
一、
読
レ
経
礼
レ
仏
」
と
あ
る
。

瑶
水
分
派
―
康
子
内
親
王
が
天
皇
の
血
縁
を
分
け
て
い
る
こ
と
。

　
「
瑶
水
」
は
、
瑶
池
。
崑
崙
山
に
あ
る
西
王
母
の
住
む
池
の
名
。
こ
こ
は
、

内
親
王
の
皇
統
を
敬
っ
た
語
。
王
融
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
」（
文
選
巻
四
六
）

に
「
至
下
如
三
夏
后
両
龍
、
載
驅
二
璿
台
之
上
一、
穆
満
八
駿
、
如
上レ

舞
二
瑶
水
之

陰
一、
亦
有
レ
饗
云
、
固
不
下
与
二
万
民
一
共
上
也
」
と
あ
る
。
李
善
注
に
は
、「
穆

天
子
伝
曰
、
天
子
北
升
二
太
山
之
上
一、
以
望
二
四
野
一。
乙
丑
、
天
子
觴
二
西
王
母

於
瑶
池
之
上
一
」
と
あ
り
、『
穆
天
子
伝
』
を
引
き
、
瑶
池
に
西
王
母
が
い
る
と
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い
う
記
述
が
見
え
る
。
ま
た
、
白
居
易
「
玉
真
張
観
主
下
小
女
冠
阿
容
」（
巻

一
九
・
1281
）
に
「
綽
約
小
天
仙
、
生
来
十
六
年
。
姑
山
半
峰
雪
、
瑶
水
一
枝
蓮
」

と
あ
る
。
日
本
で
は
、
紀
麻
呂
「
五
言
。
春
日
、
応
詔
、
一
首
」（
懐
風
藻
14
）

に
「
崑
山
珠
玉
盛
、
瑶
水
花
藻
陳
。
階
梅
闘
二
素
蝶
一、
塘
柳
掃
二
芳
塵
一。
天
徳

十
二
尭
舜
一、
皇
恩
霑
二
万
民
一
」
と
、
御
苑
の
池
を
喩
え
た
例
が
あ
る
。

　
「
分
派
」
は
、
皇
族
の
血
を
分
け
て
い
る
こ
と
。
原
義
は
、
水
脈
が
分
か
れ

る
こ
と
で
、『
水
経
注
』
巻
九
・
清
水
の
「
清
水
出
二
河
内
修
武
県
之
北
黒
山
一
」

の
注
に
引
く
『
典
略
』
に
、「
次
北
有
二
苟
泉
一
水
入
焉
。
水
出
二
山
陽
県
故
修

武
城
西
南
一、
同
源
分
レ
派
、
裂
為
二
二
水
一
」
と
あ
る
。

瓊
林
連
枝
―
康
子
内
親
王
が
天
皇
の
姉
妹
で
あ
る
こ
と
。
内
親
王
は
、
朱
雀
天

皇
、
村
上
天
皇
の
同
母
姉
。

　
「
瓊
林
」
は
、
美
し
い
林
の
意
で
、
皇
族
の
尊
称
。
劉
禹
錫
「
和
三
楽
天
洛
下

雪
中
、
宴
集
寄
二
汴
州
李
尚
書
一
」
に
「
遥
想
兔
園
今
日
会
、
瓊
林
満
眼
映
二
旂

竿
一
」
と
あ
る
。

　
「
連
枝
」
は
、
兄
弟
、
姉
妹
の
こ
と
。
蘇
武
「
詩
四
首 
五
言
」（
文
選
巻
二

九
／
藝
文
類
聚
巻
二
九
・
人
部
一
三
・
別
上
）
に
「
四
海
皆
兄
弟
、
誰
為
行
路

人
、
况
我
連
枝
樹
、
與
子
同
一
身
」
と
あ
る
。
空
海
の
願
文
に
も
、「
為
弟
子

僧
真
体
一、
設
二
亡
妹
七
々
斎
一、
并
奉
二
入
伝
燈
料
田
一
願
文
」（
性
霊
集
巻
八
・

70
）
に
「
真
体
等
、
悲
二
連
枝
之
半
枯
一、
痛
二
同
気
之
一
休
一。
涙
与
二
朝
露
一
泣
泫
。

心
将
二
晨
霜
一
消
竭
」
と
願
主
真
体
の
亡
妹
を
い
う
例
が
見
え
る
。

蕙
□
蘭
儀
之
常
…
…
養
艶
於
摩
耶
之
窓
―
康
子
内
親
王
が
出
家
し
た
と
捉
え
ら

れ
る
表
現
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
史
実
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、

仏
道
に
心
を
寄
せ
た
と
解
す
。

　
「
蘭
儀
」
は
、
蘭
の
よ
う
に
美
し
い
容
儀
。
謝
荘
「
宋
孝
武
宣
貴
妃
誄
」（
文

選
巻
五
七
／
藝
文
類
聚
巻
一
一
五
・
后
妃
）
に
「
玄
丘
煙
因
熅
、
瑶
台
降
レ
芬
。

高
唐
渫
レ
雨
、
巫
山
鬱
レ
雲
。
誕
発
二
蘭
儀
一、
光
啓
二
玉
度
一
」
と
あ
る
。
な
お
、

大
江
朝
綱
「
為
二
左
大
臣
息
女
女
御
一
修
二
四
十
九
日
一
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一

四
・
420
）
に
、「
養
在
二
深
窓
一、
外
人
不
レ
識
。
蕙
心
春
浅
、
未
レ
及
二
二
八
之

齢
一、
蘭
質
秋
深
、
初
備
二
三
千
之
列
一
」
と
あ
り
、「
蕙0

心
」
と
「
蘭0

質
」
の
対

が
見
え
る
。「
蕙
□
」
の
脱
字
部
分
を
想
定
し
得
る
例
で
あ
る
。

　
「
治
粧
」
は
、
装
い
を
整
え
る
こ
と
。
江
洪
「
詠
二
美
人
治
粧
一
」（
玉
台
新

詠
巻
十
・
詩
七
首
・
其
四
）
に
「
大
恨
二
画
眉
長
一、
猶
言
二
顔
色
浅
一
」
と
あ
る
。

　
「
勝
鬘
」
は
、
勝
鬘
夫
人
。
舎し
ゃ

衛え

国こ
く

の
波
斯
匿
王
の
娘
。
阿あ

踰ゆ

闍じ
ゃ

国こ
く

の
友
称

王
の
妃
と
な
り
、
三
従
の
礼
（
親
と
夫
と
子
に
従
う
こ
と
）
に
努
め
、
釈
迦
と

と
も
に
大
乗
仏
教
の
道
を
広
め
た
。『
勝
鬘
経
』
は
、
こ
の
勝
鬘
夫
人
が
釈
迦

の
威
神
力
を
受
け
て
説
い
た
も
の
で
、『
勝
鬘
経
義
疏
』
序
に
、「
夫
勝
鬘
者
、

本
是
不
可
思
議
。
何
レ
知
、
如
来
分
身
、
或
是
法
雲
大
士
。
但
、
遠
照
二
踰
闍

之
機
宜
一、
以
二
女
質
一
為
レ
化
。
所
以
初
則
生
二
於
舎
衛
国
王
一
尽
二
孝
養
之
道
一、

中
則
為
二
阿
踰
闍
友
称
夫
人
一
顕
二
三
従
之
礼
一、
終
則
影
嚮
釈
迦
共
弘
二
摩
訶
衍

之
道
一
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、
本
句
は
、「
勝
鬘
之
袖
」
と
「
摩
耶
之
窓
」
と
あ
る
。
故
人
を
勝
鬘

夫
人
と
摩
耶
夫
人
に
な
ぞ
ら
え
る
例
は
、
道
真
の
源
大
夫
先
妣
願
文
に
も
、「
但

有
二
慈
親
独
駐
一、
愛
護
無
レ
量
。
収
二
染
竹
之
余
涙
一
以
扶
持
、
続
二
飡
荼
之
断

腸
一
而
撫
育
。
掩
以
二
摩
耶
之
双
袖
一
知
レ
有
二
二
天
一、
降
以
二
勝
鬘
之
重
儀
一

覚
レ
同
二
一
子
一
」
と
見
え
る
（【
解
説
】
参
照
）。

　
「
花
前
月
下
」
は
、
咲
き
誇
る
花
の
前
と
月
影
に
照
ら
さ
れ
る
こ
と
。
康
子

内
親
王
の
華
や
か
な
美
し
さ
を
形
容
し
た
表
現
。
花
の
前
や
月
の
光
の
も
と
に

照
ら
さ
れ
た
華
や
か
な
様
子
は
、
白
居
易
「
早
春
憶
二
蘇
州
一
寄
二
夢
得
一
」（
巻

六
四
・
3109
／
和
漢
朗
詠
集
巻
下
・
刺
史
）
に
、「
士
女
笙
歌
宜
二
月
下
一、
使
君
金

紫
称
二
花
前
一
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
様
の
語
句
自
体
は
、
道
真
「
書
レ
懐
贈
二
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故
人
一
」（
巻
三
・
225
）
に
「
在
レ
遠
相
思
一
故
人
、
花
前
月
下
海
辺
春
」
と
見

え
る
。

　
「
養
艶
」
は
、
麗
し
さ
を
は
ぐ
く
む
こ
と
。
白
居
易
「
和
下
夢
得
洛
中
早
春

見
上レ

贈
二
七
韻
一
」（
巻
六
九
・
3519
）
に
「
開
遅
花
養
レ
艶
、
語
懶
鴬
含
レ
思
」
と

あ
る
他
、『
和
漢
朗
詠
集
』（
巻
下
・
恋
）
に
も
「
聞
得
園
中
花
養
レ
艶　

請
君

許
折
二
一
枝
春
一
」
と
、
花
が
艶
や
か
さ
を
育
む
こ
と
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
摩
耶
」
は
、
釈
迦
の
生
母
で
あ
る
摩
耶
夫
人
。
前
四
八
三
年
頃
没
。
浄
飯

王
の
王
妃
で
、
釈
迦
を
生
ん
だ
七
日
目
に
没
し
、
忉
利
天
に
生
ま
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
摩
耶
夫
人
の
説
話
は
多
く
あ
り
、
当
時
い
ず
れ
の
説
話
が
流
布
し
て

い
た
の
か
は
、
特
定
し
難
い
が
、
釈
迦
を
生
ん
で
七
日
目
に
没
し
、
忉
利
天
に

生
ま
れ
た
こ
と
は
、『
法
苑
珠
林
』
巻
九
・
養
育
部
第
二
に
、「
依
仏
本
行
経
云
、

爾
時
太
子
既
誕
生
適
満
二
七
日
一、
其
太
子
母
摩
耶
夫
人
遂
便
命
終
。
或
有
レ
師
言
、

摩
耶
夫
人
寿
命
算
数
唯
在
二
七
日
一。
是
故
命
終
。
雖
レ
然
但
往
昔
常
有
二
是
法
一。

其
菩
薩
生
満
二
七
日
一
已
、
而
菩
薩
母
皆
取
命
終
。
何
以
故
、
以
二
諸
菩
薩
幼

年
一
出
家
。
母
見
二
是
事
一、
其
心
碎
裂
即
便
命
終
。
又
薩
婆
多
師
云
、
母
見
二
生

子
身
体
端
正
希
奇
之
事
一、
歓
喜
不
レ
勝
即
便
命
終
。
命
終
之
後
。
即
便
往
二
生

忉
利
天
上
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
涅
槃
経
』
巻
第
二
九
・
如
来
性
品

第
四
之
一
に
は
、「
然
我
久
已
不
須
是
衣
、
衆
人
皆
謂
下
羅
睺
羅
者
、
是
我
之
子
。

輸
頭
檀
王
是
我
之
父
、
摩
耶
夫
人
是
我
之
母
、
処
在
二
世
間
一
受
二
諸
快
楽
一、
離

如
レ
是
事
出
家
学
道
上
」
と
、
夫
人
が
釈
迦
の
母
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
て
い
る
。

ま
た
、『
摩
訶
摩
耶
経
』
巻
下
は
、「
仏
告
二
阿
難
一、
我
於
二
昔
日
忉
利
天
上
一

為
レ
母
説
法
。
及
摩
訶
摩
耶
夫
人
自
有
レ
所
レ
説
。
今
復
在
二
此
母
子
一
相
見
。
汝

可
下
為
二
後
世
諸
衆
生
輩
一、
次
第
演
中
説
此
経
上
。
名
曰
摩
訶
摩
耶
経
。
亦
名
二
仏

昇
忉
利
天
為
母
説
法
経
一、
又
名
二
仏
臨
涅
槃
母
子
相
見
経
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、

釈
迦
が
忉
利
天
に
昇
り
、
夫
人
に
説
法
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
も
の
と
し
て
著

名
な
経
典
で
あ
る
。願
文
で
は
、道
真
の
源
大
夫
先
妣
願
文
に
見
え
た（「
勝
鬘
」

項
参
照
）。
こ
の
他
、
大
江
朝
綱
「
朱
雀
院
周
忌
御
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・

414
）
に
は
、「
昔
釈
迦
善
逝
、
為
レ
報
二
摩
耶
之
恩
一、
昇
二
忉
利
一
而
説
レ
法
。
今

国
母
宝
宮
、
為
レ
飾
二
上
皇
之
徳
一、
留
二
閻
浮
一
而
設
レ
斎
」
と
あ
り
、
釈
迦
が
忉

利
天
に
昇
っ
て
夫
人
に
説
法
を
し
た
説
話
を
用
い
、
朱
雀
天
皇
の
一
周
忌
の
法

会
を
執
り
行
っ
た
生
母
藤
原
穏
子
を
摩
耶
夫
人
に
な
ぞ
ら
え
た
例
が
見
え
る
。

自
従
―
…
…
か
ら
。
時
間
や
場
所
の
起
点
を
示
す
。

　

源
大
夫
先
妣
願
文
に
「
自
下
従
綸
言
不
レ
予
、
脱
屣
二
煩
王
之
郷
一、
警
蹕
如
レ
休
、

廻
中
輿
真
際
之
境
上、
爰
知
、
上
帝
不
レ
祐
、
同
作
二
遺
孤
一
」
と
あ
る
（【
解
説
】

参
照
）。
中
国
で
は
、
例
え
ば
、
李
陵
「
答
蘇
武
書
」（
文
選
巻
四
一
／
藝
文
類

聚
巻
三
十
・
人
部
一
四
）
に
「
自
二
従
初
降
一、
以
至
二
今
日
一、
身
之
窮
困
、
独

坐
愁
苦
」
と
見
え
る
。

長
楽
昔
春
綺
羅
哀
来
―
内
親
王
が
宮
中
か
ら
遷
居
し
た
こ
と
（【
解
説
】
参
照
）。

　
「
長
楽
」
は
、
長
楽
門
の
こ
と
で
宮
中
を
表
す
。
長
楽
門
は
、
平
安
宮
内
裏

内
郭
門
の
南
面
の
門
。
正
門
の
承
明
門
を
は
さ
ん
で
永
安
門
と
相
対
す
る
東
の

掖
門
。『
内
裏
式
』
中
・
七
月
八
日
相
撲
式
に
、「
此
日
辰
四
点
、
御
二
紫
宸

殿
一。
衛
仗
服
二
当
色
一。
御
座
饌
并
群
臣
座
饌
等
、
預
弁
備
如
レ
常
、
事
在
二
所
司

式
一、
先
レ
是
近
衛
次
将
令
レ
開
二
長
楽
・
永
安
両
門
一。
使
三
所
司
鋪
二
設
之
一
」
と

見
え
、『
拾
芥
抄
』
中
・
宮
城
部
に
「
長
楽
門　

謂
二
之
左
廂
門
一、
承
明
東
」
と

あ
る
。

　
「
昔
春
」
は
、
い
に
し
え
の
春
。
梁
の
元
帝
「
春
日
詩
」（
藝
文
類
聚
巻
三
・

歳
時
上
・
春
）
に
「
独
念
二
春
花
落
一、
還
似
二
昔
春
時
一
」
と
見
え
る
。

　
「
綺
羅
」
は
、
あ
や
ぎ
ぬ
と
う
す
ぎ
ぬ
の
こ
と
で
、
女
性
の
美
し
い
着
物
の

こ
と
。
こ
こ
は
、
康
子
内
親
王
が
陪
し
て
い
た
頃
の
宮
中
の
華
や
か
さ
を
い
う
。

江
淹
「
恨
賦
」（
文
選
巻
一
六
）
に
は
、「
綺
羅
畢
兮
池
館
尽
、
琴
瑟
滅
兮
丘
壟
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平
。自
古
皆
有
死
、莫
レ
不
二
飲
レ
恨
而
呑
一
声
」と
、絹
の
美
し
い
服
を
着
た
人
々

も
死
に
絶
え
、
そ
の
宮
館
の
池
も
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
と
、
昔
の
華
や
か
な

日
々
が
惜
し
ま
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
道
真
「
早
春
、
侍
二
宴
仁
寿
殿
一、
同

賦
レ
認
レ
春
、
応
レ
製
」（
巻
二
・
77
）
に
「
和
風
附
レ
外
排
二
山
水
一、
暖
気
留
中
レ

属
二
綺
羅
一。
鳥
語
還
嫌
二
簧
在
一
舌
、
華
容
不
レ
放
二
錦
成
一
窠
」
と
見
え
、
内
宴

の
女
楽
を
奏
進
す
る
宮
女
を
表
し
て
い
る
。
な
お
、
願
文
で
は
、
生
前
の
女
性

の
美
し
さ
や
若
さ
を
形
容
す
る
語
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
語
で
、
道
真
の
源

大
夫
先
妣
願
文
に
も
、「
於
是
、
涓
塵
難
レ
報
、
思
二
桃
李
之
長
春
一、
氷
炭
在
レ
懐
。

庶
二
綺
羅
之
不
故
一
」
と
あ
る
。

永
安
故
地
風
塵
恩
断
―
内
親
王
が
宮
中
か
ら
去
り
、
そ
の
恩
沢
が
断
え
た
と
い

う
こ
と
。
こ
れ
と
類
似
す
る
表
現
は
、
大
江
朝
綱
「
村
上
天
皇
母
后
四
十
九
日

御
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
418
）
に
見
え
、「
銀
燭
金
沙
、
先
朝
之
旧
賜
、

非
レ
可
レ
驚
レ
眼
、
鶴
綾
鳳
錦
、
故
園
之
浮
埃
、
誰
敢
留
レ
心
」
と
、
村
上
天
皇

の
生
母
穏
子
が
生
前
に
居
た
宮
中
の
ゆ
か
り
の
庭
に
埃
が
積
も
っ
た
と
あ
る
。

　
「
永
安
」
は
、
永
安
門
。
前
句
の
「
長
楽
」
の
対
。
永
安
門
は
、
平
安
宮
内

裏
内
郭
十
二
門
の
一
つ
で
、
南
面
の
承
明
門
の
西
方
、
回
廊
に
開
く
掖
門
。
東

方
の
長
楽
門
に
対
応
す
る
。『
続
日
本
後
紀
』
巻
三
・
承
和
元
年
正
月
二
十
三

日
条
に
、「
於
二
永
安
門
裏
西
掖
廊
前
一、
新
作
レ
堋
。
備
二
于
御
射
一。
紫
宸
殿
西

南
端
廊
被
二
徹
毀
一。
以
レ
礙
二
箭
道
一
也
」
と
見
え
、『
拾
芥
抄
』
中
に
「
永
安
門

　

已
上
南
面
、
謂
二
之
右
廂
門
一、
承
明
西
」
と
あ
る
。

　
「
故
地
」
は
、
縁
故
の
あ
っ
た
土
地
。
中
国
の
例
で
は
、『
漢
書
』
巻
四
三
・

酈
陸
朱
劉
叔
孫
伝
に
「
陛
下
、
入
レ
關
而
都
レ
之
、
山
東
雖
レ
乱
、
秦
故
地
可
二

全
而
有
一
也
。
夫
与
レ
人
闘
、
不
下
搤
二
其
亢
一、
拊
中
其
背
上、
未
レ
能
レ
全
レ
勝
」
の

よ
う
に
、
も
と
の
領
地
と
い
う
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
「
風
塵
」
は
、
風
と
塵
。
庾
信
「
送
二
炅
法
師
一
葬
詩
」（
初
学
記
巻
一
四
・

礼
部
下
）
に
「
送
客
風
塵
擁
、
寒
郊
霜
露
濃
。
性
霊
如
レ
不
レ
滅
、
神
理
定
何
従
」

と
あ
る
。
日
本
で
は
、
石
上
乙
麻
呂
「
贈
二
旧
識
一
」
に
「
万
里
風
塵
別
、
三

冬
蘭

衰
」（
懐
風
藻
・
117
）
と
見
え
る
。

　
「
恩
断
」
は
、
主
君
の
恩
沢
が
絶
え
る
こ
と
。
劉
媛
「
長
門
怨
」
に
「
雨
二
滴

梧
桐
一
秋
夜
長
、
愁
心
和
レ
雨
到
二
昭
陽
一。
涙
痕
不
レ
学
二
君
恩
断
一、
拭
二
却
千
行
一

更
万
行
」
と
あ
る
他
、
白
居
易
「
後
宮
詞
」（
巻
一
八
・
1208
）
で
は
、「
涙
尽
二

羅
巾
一
夢
不
レ
成
、
夜
深
前
殿
按
レ
歌
声
。
紅
顔
未
レ
老
恩
先
断
、
斜
倚
二
薫
籠
一

坐
到
レ
明
」
と
、
君
王
の
寵
愛
を
失
っ
た
こ
と
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

失
時
之
臣
、只
慰
腸
於
沁
水
之
曲
―
内
親
王
を
た
よ
り
に
す
る
こ
と
。前
句（「
長

楽
昔
春
…
…
故
地
風
塵
恩
断
」）
の
、
主
君
で
あ
る
内
親
王
が
宮
中
を
去
っ
た

こ
と
を
承
け
た
句
。

　
「
失
時
」
は
、
時
勢
を
失
う
こ
と
、
好
機
を
逸
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
降
格
さ

れ
る
な
ど
で
不
遇
な
状
況
に
な
る
こ
と
。『
論
語
』
陽
貨
に
「
好
レ
従
レ
事
而
亟

失
レ
時
、
可
レ
謂
レ
知
乎
」
と
あ
る
。
ま
た
、
白
居
易
は
科
挙
の
模
擬
問
題
と
模

擬
解
答
を
作
成
し
て
お
り
、「
得
。
乙
與
レ
丁
倶
応
二
抜
萃
一、
乙
則
趨
レ
時
以
求
レ
名
、

丁
則
勤
レ
学
以
待
レ
命
、
互
有
二
相
非
一。
未
レ
知
二
孰
是
一
」（
巻
四
九
・
2095
）
と
い

う
判
題
が
あ
る
。
乙
と
丁
は
と
も
に
抜
粋
科
の
試
験
を
受
け
た
が
、
乙
は
時
勢

を
追
っ
て
名
声
を
求
め
、
丁
は
学
問
に
勤
め
て
互
い
に
非
難
し
合
っ
た
、
ど
ち

ら
が
正
し
い
か
と
い
う
意
。
こ
の
解
答
文
に
は
、「
立
レ
己
徇
レ
名
、
則
由
二
進

取
一、
修
レ
身
俟
レ
命
、
寧
在
二
躁
求
一。
智
乎
雖
レ
不
レ
時
レ
失
、
仁
者
豈
宜
レ
棄
レ
本
。

属
下
科
懸
二
抜
萃
一、
才
選
中
出
群
上
」（『
那
波
本 

白
氏
文
集
』・
勉
誠
出
版
）
と

あ
り
、
名
声
を
求
め
る
こ
と
が
時
勢
を
失
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
日
本
で
は
、『
凌
雲
集
』
序
文
に
、「
臣
今
所
レ
集
、
掩
二
其
瑕
疵
一、

挙
二
其
警
奇
一。
以
表
二
一
篇
尽
レ
善
之
未
一レ

易
。
得
レ
道
不
レ
居
レ
上
、
失
レ
時
不
レ

降
レ
下
、
無
レ
言
二
存
亡
一。
一
依
二
爵
次
一、
至
レ
若
二
御
製
令
製
一
」
と
、
道
を
得
て
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昇
進
す
る
こ
と
は
な
い
け
ど
も
、
時
勢
を
逃
し
て
降
格
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と

あ
る
。
道
真
「
首
夏
聞
レ
鴬
」（
巻
四
・
252
）
に
も
「
似
二
移
レ
愛
妾
人
前
哭
一、

同
二
失
レ
時
臣
意
外
歌
一。
鳥
若
逢
レ
春
応
二
滑
語
一、
臣
愚
妾
老
欲
二
如
何
一
」
と
あ
る
。

　
「
臣
」
は
、
男
性
の
臣
下
。「
儀
制
令
」
第
十
八
・
3
に
、「
凡
皇
后
皇
太
子

以
下
、
率
土
之
内
、
於
二
天
皇
太
上
天
皇
一
上
表
、
同
称
二
臣
妾
名
一
」
と
見
え

た
（「
殿
下
」
項
参
照
）。
組
織
が
依
頼
す
る
願
文
で
は
、
願
主
個
人
を
表
す
「
弟

子
」
の
代
わ
り
に
、「
臣
」
や
「
妾
」（
次
項
参
照
）
が
用
い
ら
れ
る
（【
解
説
】

参
照
）。
大
江
朝
綱
「
朱
雀
院
周
忌
御
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
414
）
に
「
旧

臣
奉
令
旨
、
令
修
如
件
。
敬
白
」
と
、
臣
下
が
令
旨
を
承
っ
た
と
い
う
文
言
で

結
ぶ
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
菅
原
輔
正
「
円
融
院
四
十
九
日
御
願
文
」（
本
朝

文
粋
巻
一
四
・
415
）
に
も
、「
従
二
少
齢
之
日
一、
及
二
大
位
之
年
一、
莫
レ
不
下
臣
妾

感
二
其
恩
一、
華
夷
帰
中
其
徳
上。
…
…
留
而
銷
レ
魂
者
、
皆
是
緇
門
之
遺
弟
、
仰
而

恋
レ
恩
者
、
寧
非
二
丹
墀
之
旧
臣
一
」
と
見
え
る
。

　
「
慰
腸
」
は
、
心
を
慰
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
た
よ
り
に
す
る
の
意
。

心
を
慰
め
る
と
い
う
意
で
は
、
陳
少
女
「
寄
夫
」
に
「
自
二
君
上
河
梁
一、
蓬
首

臥
二
蘭
房
一。
安
得
二
一
樽
酒
一、
慰
二
妾
九
廻
腸
一
」（
古
詩
類
苑
巻
五
四
）
と
あ
る
。

「
九
廻
腸
」
は
、
腸
が
九
廻
し
て
断
ち
切
れ
る
ほ
ど
の
強
い
悲
し
み
。
日
本
で
は
、

島
田
忠
臣
「
和
二
野
秀
才
秋
夜
即
事
見
レ
寄
新
詩
一
」
に
「
珍
重
馮
二
三
益
一、
従
レ

今
慰　
九
二

腸
一
」（
田
氏
家
集
巻
中
・
117
）
と
見
え
る
。
ま
た
、
道
真
「
為
二
清

和
女
御
源
氏
外
祖
母
多
治
氏
一
七
七
日
追
福
願
文
」（
巻
一
二
・
660
）
は
、
清
和

上
皇
の
女
御
源
済
子
が
外
祖
母
多
治
氏
の
四
十
九
日
を
修
し
た
際
の
願
文
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
、「
弟
子
、
昔
日
新
生
、
依
託
二
祖
母
一
之
後
、
祖
母
今
年
微
病
、

未
レ
抛
二
弟
子
一
之
前
、
雖
レ
災
二
聖
霊
於
登
霞
一、
雖
レ
痛
一
先
妣
於
逝
水
一、
憑
二
祖

母
之
摩
頂
一、
慰　
弟
二

子
之
断
腸
一。
我
今
無
レ
所
レ
依
、
我
今
無
レ
所
レ
託
」
と
あ
る
。

亡
母
を
喪
い
、
は
ら
わ
た
を
断
つ
ほ
ど
の
悲
し
み
を
祖
母
の
寵
愛
に
よ
り
癒
や

め
ら
れ
た
が
、
そ
の
祖
母
も
亡
く
な
り
今
は
拠
り
所
が
な
い
と
い
う
痛
切
な
思

い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
沁
水
」
は
、
底
本
で
は
「
心
水
」
に
作
る
。「
心
水
」
は
、
仏
語
。
心
を
水

に
喩
え
た
も
の
で
、
空
海
『
即
身
成
仏
義
』
に
「
加
持
者
表
三
如
来
大
悲
与
二

衆
生
信
心
一。仏
日
之
影
現
二
衆
生
心
水
一
曰
レ
加
。行
者
心
水
能
感
二
仏
日
一
名
レ
持
」

と
あ
る
が
、
本
句
を
「
心
水
」
で
解
す
る
と
文
意
が
通
じ
な
い
。
そ
こ
で
、
対

で
あ
る
「
常
山
之
阿
」
の
「
常
山
」
が
「
常
山
公
主
」
を
指
す
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、
沁
水
公
主
と
い
う
人
物
が
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
、「
沁
水
」
に
校
訂

す
る
。

　
「
沁
水
」
は
、
川
の
名
と
沁
水
公
主
を
掛
け
る
。
沁
水
の
源
は
、
山
西
省
沁

源
県
の
北
の
県
山
の
諸
谷
で
羊
頭
山
に
出
、
東
南
に
流
れ
て
河
南
省
に
入
る
。

『
水
経
注
』
巻
九
・
沁
水
に
「
沁
水
出
二
上
黨
涅
県
謁
戻
山
一。
南
過
二
穀
遠
県

東
一、
又
南
過
二

氏
県
東
一。
又
南
過
二
陽
阿
県
東
一
」
と
あ
り
、『
漢
書
』
巻
二

八
上
・
地
理
志
第
八
上
に
「
羊
頭
山
世
靡
谷
、
沁
水
所
レ
出
、
東
南
至
二
栄
陽
一

入
河
、
過
レ
郡
三
、
行
九
百
七
十
里
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
白
居
易
「
遊
二
坊

口
懸
泉
一、
偶
題
二
石
上
一
」（
巻
五
二
・
2301
）
に
も
「
孔
山
刀
剣
立
、
沁
水
龍
蛇
走
」

と
あ
る
。「
坊
口
」
は
、
河
南
省
済
源
県
東
北
沁
河
の
ほ
と
り
。

　

沁
水
公
主
は
、
後
漢
の
明
帝
（
顕
宗
）
の
娘
。『
後
漢
書
』
巻
十
下
・
皇
后

紀
第
十
下
に
、「
皇
女
、
致
。
三
年
、
封
二
沁
水
公
主
一、
適
二
高
密
侯
鄧
乾
一
」

と
あ
り
、
同
巻
二
三
・
竇
融
列
伝
第
一
三
に
「
憲
恃
二
宮
掖
声
勢
一、
遂
以
賤
直

請
奪
二
沁
水
公
主
園
田
一、
主
逼
畏
、
不
二
敢
計
一
」
と
見
え
、
そ
の
「
李
賢
注
」

に
「
沁
水
公
主
、
明
帝
女
」
と
あ
る
。
な
お
、
鎌
倉
期
の
菅
原
在
仲
作
の
「
陽

徳
門
院
願
文
」（
本
朝
文
集
巻
第
六
九
）
に
、「
湖
陽
沁
水
之
施　
湯
二

沐　
也
一

、
灑
二

自
汾
県
之
恩
波
一、
芝
砌
第
邑
之
預
二
封
賞
一
也
、
呈
二
自
茨
山
之
仁
嶺
一。
諸
仙
院

者
賢
姉
也
、
互
抽
二
孔
懐
之
志
一、
准
三
宮
者
尊
母
也
、
専
竭
二
至
孝
之
誠
一
」
と
、

本
願
文
を
踏
ま
え
た
と
考
え
れ
ら
れ
る
句
が
見
え
る
。

　
「
水
之
曲
」は
、水
の
く
ま
。川
の
流
れ
の
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
所
。班
固「
西
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都
賦
」（
文
選
巻
一
）
で
は
、
長
安
の
周
囲
に
あ
る
天
子
の
直
轄
地
の
様
子
と

そ
の
豊
か
な
産
物
を
述
べ
る
段
に
「
封
畿
之
内
、
厥
土
千
里
。
逴
二
躒
諸
夏
一、

兼
其
所
有
。
其
陽
則
崇
山
隠
レ
天
、
幽
林
穹
谷
、
陸
海
珍
蔵
、
藍
田
美
玉
。
商

洛
縁
二
其
隈
一、
鄠
杜
浜
二
其
足
一。
源
泉
灌
注
、
陂
池
交
属
」
と
見
え
、
李
善
注

に
「
説
文
曰
、
隈
、
水
曲
也
」
と
あ
る
。

恋
古
之
妾
、
寄
身
於
常
山
之
阿
―
前
句
と
同
様
、
康
子
内
親
王
に
仕
え
、
た
よ

り
に
す
る
こ
と
。

　
「
恋
古
」
は
、
い
に
し
え
を
恋
い
慕
う
こ
と
。
大
江
朝
綱
「
村
上
天
皇
母
后

四
十
九
日
御
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
418
）
に
「
翡
翠
簾
前
、
花
枝
添
二

恋
レ
古
之
色
一、
珊
瑚
床
下
、
鏡
匣
遺
二
染
レ
涙
之
塵
一。
坐
憂
臥
憂
、
空
思
二
瑤
裙

之
去
日
一、
何
朝
何
夕
、
再
逢
二
翠
輦
之
帰
時
一
」
と
あ
る
他
、
大
江
朝
綱
「
為
二

中
務
卿
親
王
家
室
一
四
十
九
日
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
423
）
に
も
、「
独

作
二
灯
下
伴
レ
影
之
身
一、
猶
添
二
窓
中
恋
レ
古
之
恨
一。
鴛
鴦
衾
空
、
向
二
旧
枕
一
而

湿
レ
袂
、
燕
雀
巣
覆
、
撫
二
遺
卵
一
而
摧
レ
肝
」
と
あ
る
。

　
「
妾
」
は
、
男
性
で
あ
る
「
臣
」
に
対
し
、
女
性
の
臣
下
を
い
う
（「
臣
」
項

参
照
）。

　
「
寄
身
」
は
、
常
山
に
身
を
置
く
こ
と
と
、
内
親
王
に
仕
え
る
こ
と
を
掛
け
る
。

そ
の
場
所
に
身
を
置
く
こ
と
は
、
白
居
易
「
贈
侯
三
郎
中
」（
巻
五
三
・
2376
）
に
、

「
老
愛
東
都
好
レ
寄
レ
身
、
足
レ
泉
多
レ
竹
少
二
埃
塵
一
」
と
あ
る
。
主
君
に
仕
え
る

こ
と
は
、
盧
諶
「
贈
答
三
（
答
二
魏
子
悌
一
）」（
文
選
巻
二
五
）
に
「
遇
レ
蒙
二

時
来
会
一、
聊
斉
二
朝
彦
跡
一。
顧
二
此
腹
背
羽
一、
愧
二
彼
排
虚
翮
一。
寄
レ
身
蔭
二
四

嶽
一、
託
レ
好
二
憑
三
益
一
」
と
、
北
方
異
民
族
の
侵
入
に
よ
っ
て
陥
落
し
た
洛
陽

を
追
わ
れ
た
盧
諶
が
并
州
刺
史
の
劉
琨
に
仕
え
た
と
あ
る
。
ま
た
、
道
真
「
為
二

弾
正
尹
親
王
先
妣
紀
氏
一
修
二
功
徳
一
願
文
」（
巻
一
一
・
641
）
に
、「
自
、
綸
二

言
不
レ
予
、
宮
車
晏
駕
一、
魂
魄
失
二
寄
レ
身
之
地
一、
刀
火
為
二
伐
性
之
兵
一。
泣
レ
竹

如
レ
新
、
飧
レ
荼
未
レ
足
」
と
見
え
る
。

　
「
常
山
」
は
、
常
山
と
常
山
公
主
を
掛
け
る
。
常
山
は
、
河
北
省
に
あ
っ
た

地
名
で
、
五
岳
の
一
つ
で
あ
る
恒
山
の
別
称
。『
漢
書
』
巻
二
八
上
・
地
理
志

第
八
上
の
「
常
山
郡
、
高
帝
置
。
莽
曰
井
関
。
属
二
冀
州
一。」
と
あ
る
顔
師
固
注

に
、「
張
晏
曰
、
恒
山
在
レ
西
、
避
二
文
帝
諱
一、
故
改
曰
常
山
」
と
見
え
る
。

　

常
山
公
主
は
、
漢
の
武
帝
の
姉
。
王
倹
「
褚
淵
碑
文
」（
文
選
巻
五
八
）
に
「
漢

結
二
叔
高
一、
晋
姻
二
武
子
一、
方
レ
斯
蔑
如
也
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に
「
…
…

王
隠
晋
書
曰
、
王
武
子
少
知
レ
名
、
有
二
俊
才
一、
尚
二
武
帝
姉
常
山
公
主
一
」
と

見
え
る
。

　
「
山
之
阿
」
は
、
山
の
く
ま
。
山
の
曲
が
り
込
ん
だ
所
。
班
固
「
西
都
賦
」（
文

選
巻
一
）
に
「
其
陽
則
崇
山
隠
レ
天
、
幽
林
穹
谷
、
陸
海
珍
蔵
、
藍
田
美
玉
。

商
洛
縁
二
其
隈
一、
鄠
杜
浜
二
其
足
一
」（「
水
之
曲
」
項
参
照
）
と
見
え
た
。
な
お
、

こ
の
「
其
隈
」
の
「
其
」
は
「
崇
山
」
を
承
け
、
山
の
く
ま
を
い
う
。
こ
の
他
、

盧
諶
「
贈
答
三
（
贈
崔
温
一
首
）」（
文
選
巻
二
五
）
で
は
、
他
郷
の
光
景
を
眺

め
、
親
友
た
ち
を
慕
う
こ
と
を
述
べ
る
場
面
で
「
中
原
厲
二
迅
飆
一、
山
阿
起
二

雲
霧
一。
遊
子
恒
悲
懐
、
挙
レ
目
増
二
永
慕
一
」
と
あ
る
。

於
是
―
前
に
述
べ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
事
情
の
発
生
す
る
時
間
を
示
す
。
そ
こ

で
。
こ
の
時
に
当
た
っ
て
。

　

源
大
夫
先
妣
願
文
に
、「
於
是
、涓
塵
難
レ
報
、思
二
桃
李
之
長
春
一、氷
炭
在
レ
懐
、

庶
二
綺
羅
之
不
故
一
」
と
見
え
る
（【
解
説
】
参
照
）。
中
国
の
例
は
枚
挙
に
暇

が
な
い
が
、
例
え
ば
、
王
延
寿
「
魯
霊
光
殿
賦
」（
文
選
巻
一
一
）
に
「
粤
若
二

稽
古
一、
帝
漢
祖
宗
、
濬
哲
欽
明
。
殷
二
五
代
之
純
熙
一、
紹
二
伊
唐
之
炎
精
一。
荷
二

天
衢
一
以
元
亨
、
廓
二
宇
宙
一
而
作
レ
京
。
敷
二
皇
極
一
以
創
レ
業
、
協
二
神
道
一
而

大
寧
。
於
レ
是
、
百
姓
昭
明
、
九
族
敦
序
」
と
あ
る
。
漢
の
先
祖
は
天
道
に
基

づ
い
て
創
業
し
京
都
を
作
り
、
神
明
の
道
に
適
っ
て
天
下
を
安
寧
に
保
っ
た
と
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い
う
文
を
承
け
て
、「
於
是
」
が
置
か
れ
、
人
々
は
徳
を
明
ら
か
に
し
、
九
族

は
礼
節
を
以
て
厚
遇
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。

年
給
之
准
三
宮
也
、
遺
老
潜
待
雨
露
之
次
―
内
親
王
の
准
三
宮
の
年
官
年
爵
の

恩
沢
を
頼
り
に
待
っ
て
い
る
こ
と
。
前
句
（「
失
時
之
臣
…
…
寄
身
於
常
山
之

阿
」）
を
承
け
た
句
。

　
「
年
給
」
は
、
年
料
給
分
の
略
称
。
天
皇
、
太
上
天
皇
、
三
后
（
皇
后
、
皇

太
后
、
太
皇
太
后
）、
東
宮
、
准
三
宮
よ
り
、
親
王
、
内
親
王
、
女
御
、
公
卿

に
至
る
ま
で
、
毎
年
給
付
す
る
年
官
、
年
爵
の
こ
と
。
年
官
と
は
、
毎
年
除
目

の
際
に
、
所
定
の
官
職
に
所
定
数
の
人
員
を
申
請
す
る
権
利
、
年
爵
と
は
毎
年

叙
位
の
際
に
、
所
定
の
人
員
の
叙
爵
（
は
じ
め
て
従
五
位
下
に
叙
す
る
こ
と
）

を
申
請
す
る
権
利
を
与
え
る
制
度
。
年
官
・
年
爵
を
与
え
ら
れ
た
者
を
給
主
と

い
う
。「
年
給
」
自
体
は
、『
西
宮
記
』
臨
時
一
（
乙
）・
臨
時
雑
宣
旨
に
「
親

王
預
二
年
給
一
事
。〔
上
卿
奉
レ
勅
仰
二
外
記
一、
代
代
無
二
定
事
一
。
后
腹
一
巡
、
自

余
大
巡
。
或
年
給
外
有
二
別
賜
一
之
〕」
と
見
え
る
（
時
野
谷
滋
『
律
令
封
禄
制

度
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
七
）
参
照
）。

　
「
准
三
宮
」
は
、
太
皇
太
后
・
皇
太
后
・
皇
后
の
三
宮
（
三
后
）
に
准
じ
て
、

皇
族
・
公
卿
・
僧
侶
な
ど
に
年
官
・
年
爵
・
封
戸
な
ど
を
賜
い
、
経
済
的
に
優

遇
す
る
法
、
ま
た
は
そ
の
待
遇
を
受
け
た
者
。
准
三
后
、
准
后
と
も
い
う
。
多

く
は
天
皇
の
外
祖
父
・
外
舅
や
皇
后
・
女
御
の
父
な
ど
天
皇
の
縁
戚
に
与
え
ら

れ
る
が
、
内
親
王
・
女
王
に
対
し
て
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
准
三
宮
の
初
例
は
、

貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
の
藤
原
冬
嗣
（
清
和
天
皇
の
生
母
明
子
の
父
）
で
あ

る
。
内
親
王
が
准
三
宮
を
蒙
っ
た
初
例
は
、
天
暦
八
年
（
九
五
四
）
の
康
子
内

親
王
で
、
そ
の
後
、
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
の
資
子
内
親
王
（
村
上
天
皇
皇
女
）、

永
観
二
年
（
九
八
四
）
の
恵
子
女
王
（
花
山
天
皇
の
外
祖
母
）
な
ど
が
続
く
。

内
親
王
・
女
王
の
准
三
宮
は
約
六
十
例
を
数
え
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
平
安
・
鎌

倉
時
代
の
例
で
あ
る
。

　

准
三
宮
が
年
官
・
年
爵
を
賜
っ
た
例
は
、『
三
代
実
録
』
巻
四
一
・
陽
成
天

皇
・
元
慶
六
年
二
月
一
日
の
藤
原
基
経
へ
の
勅
に
「
但
任
レ
人
賜
レ
爵
等
並
准
二

三
宮
一
」
と
見
え
る
他
、『
日
本
紀
略
』
一
一
・
寛
弘
四
年
一
月
二
十
日
条
に
「
勅

二
品
脩
子
内
親
王
敍
二
一
品
一。
年
官
年
爵
。
准
三
宮
。
本
封
外
加
二
千
戸
一
」
と

あ
る
（
樫
山
和
民
「
准
三
宮
に
つ
い
て
―
そ
の
沿
革
を
中
心
と
し
て
―
」『
書

陵
部
紀
要
』（
第
三
六
号
・
一
九
八
四
年
）、
参
照
）。
康
子
内
親
王
も
こ
れ
ら

の
例
と
同
様
で
、『
大
鏡
異
本
陰
書
』「
太
政
大
臣
公
季
」
項
に
「
康
子
内
親
王 

天
暦
八
年
十
二
月
二
十
八
日
勅
賜
二
年
爵
年
官
一、本
封
外
加
二
一
千
戸
一、准
三
宮
」

と
あ
る
。
ま
た
『
公
卿
補
任
』
安
和
二
年
・
藤
原
済
時
に
「
十
二
月
十
九
昇
殿
。

左
大
臣
（
師
尹
公
）
男
。
母
故
右
大
臣
定
方
公
九
女
。
天
慶
四
年
六
月
十
日
誕

生
。
天
德
二
正
七
従
五
下
（
故
康
子
内
親
王
天
曆
十
年
給
）」
と
、
済
時
が
康

子
内
親
王
の
年
給
を
賜
っ
た
と
い
う
事
例
が
見
え
る
。

　
「
遺
老
」
は
、
遺
さ
れ
て
老
い
た
臣
下
。
蔡
邕
「
陳
太
丘
碑
文
」（
文
選
巻
五

八
）
に
「
大
将
軍
弔
祠
、
錫
以
二
嘉
謚
一、
曰
、
徵
士
陳
君
、
稟
二
嶽
瀆
之
精
一、

苞
二
霊
曜
之
純
一。
天
不
二
憖
遺
レ
老
、
俾
一レ

屏
二
我
王
一
」
と
、
陳
太
丘
の
葬
儀
に

際
し
て
大
将
軍
が
述
べ
る
弔
辞
の
中
に
、
天
は
こ
の
長
老
（
大
将
軍
）
を
世
に

留
ま
ら
せ
、
我
が
王
（
陳
太
丘
）
の
助
け
と
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
見
え
る
。
日

本
で
は
、
後
の
例
で
あ
る
が
、
菅
原
輔
正
「
冬
日
陪
二
於
飛
香
舎
一
聴
三
第
一
皇

子
始
読
二
御
注
孝
経
一
応
レ
教
詩
一
首
」（
本
朝
麗
藻
巻
下
）
に
「
頽
齢
八
十
有
余
霜
。

未
レ
見
三
神
聡
似
二
我
王
一。
遺
老
愚
言
君
記
取
。
一
経
造
次
不
レ
応
レ
忘
」
と
見
え

る
。

　
「
雨
露
」
は
、
主
君
の
恩
沢
の
喩
え
。
白
居
易
「
和
答
詩
十
首
（
其
一
・
和
二

思
帰
楽
一
詩
）」（
巻
二
・
0101
）
に
「
況
始
三
十
余
、
年
少
有
二
直
名
一。
心
中
志

気
大
、
眼
前
爵
禄
軽
。
君
恩
若
雨
露
、
君
威
若
雷
霆
」
と
あ
る
。
ま
た
、
道
真

「
省
試
当
時
瑞
物
賛
六
首
・
数
州
献
二
嘉
禾
一
第
五
」（
巻
七
・
522
）
に
「
嘉
禾
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得
地
、聖
徳
抽
レ
苗
、欲
レ
知
二
長
養
一、雨
露
頻
饒
」と
見
え
る
他
、菅
原
文
時「
二

条
前
后
復
二
本
位
一
詔
」（
本
朝
文
粋
巻
二
・
48
）
に
「
元
慶
皇
太
后
、
在
昔

停
二
徽
号
一、
称
二
前
皇
太
后
一。
…
…
故
追
復
二
本
号
一、
以
慰
二
芳
魂
一。
青
苔
故
宮
、

縦
無
レ
増
二
光
於
雨
露
之
影
一。
白
楊
荒
□
、
庶
更
変
二
風
於
山
陵
之
声
一
」
と
、

藤
原
高
子
を
本
位
（
皇
太
后
）
に
復
し
た
と
こ
ろ
で
、
高
子
の
恵
み
が
増
す
こ

と
は
な
い
が
、
は
こ
や
な
ぎ
に
吹
く
寂
し
い
風
を
み
さ
さ
ぎ
に
吹
く
声
に
変
え

て
ほ
し
い
と
あ
る
。
な
お
、
恩
沢
を
待
つ
と
い
う
表
現
は
、
道
真
「
賀
多
信
」

（
巻
二
・
136
）
に
「
此
是
功
臣
代
代
孫
、
神
明
又
可
レ
祐
二
家
門
一、
况
為
進
士

揚
レ
名
後
、
今
待　
公
二

卿
採
択
恩　
レ
」
と
見
え
る
。

別
封
之
余
千
戸
也
、
旧
仕
併
飽
湯
沐
之
余
―
内
親
王
の
千
戸
余
り
も
の
別
給
封

の
恩
恵
を
充
分
に
賜
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
「
別
封
」
は
、
食
封
（
令
制
で
、
王
族
・
諸
臣
に
俸
禄
と
し
て
賜
わ
っ
た
封
戸
）

の
一
種
で
あ
る
、
別
勅
封
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。「
禄
令
」
第
十
五
・
3
に
は
、

「
凡
内
舎
人
、及
以
二
別
勅
才
伎
一、長
二
上
諸
司
一
者
、皆
准
二
当
司
判
官
以
下
禄
一
」

と
あ
り
、
食
封
と
し
て
品
封
・
位
封
・
職
封
・
中
宮
湯
沐
・
功
封
・
寺
封
・
別

勅
封
を
あ
げ
る
（
高
橋
崇
『
律
令
官
人
給
与
制
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
・
一

九
七
〇
）・
時
野
谷
滋
『
律
令
封
禄
制
度
史
の
研
究
』（「
年
給
」
項
）
参
照
）。

ま
た
、
道
真
「
為
二
尚
侍
藤
原
氏
一
封
戸
施
二
入
円
成
寺
一
願
文
」（
巻
一
一
・

667
）
に
も
、「
弟
子
、
所
レ
賜
別
勅
封
戸
、
准
二
之
家
途
一、
既
為
二
衍
溢
一
」
と
見
え
、

別
勅
の
封
戸
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
文
言
が
見
え
る
。

　
「
別
封
」
と
い
う
語
自
体
は
、
中
国
で
は
、
例
え
ば
、『
隋
書
』
巻
五
四
・
列

伝
第
一
九
・
李
徹
に
「
禄
前
後
功
、
加
開
府
、
別
封
蔡
陽
縣
公
、
邑
千
戸
」
と

あ
る
。
日
本
で
は
、『
続
日
本
紀
』
巻
三
（
文
武
天
皇
・
慶
雲
二
年
四
月
）
の

太
政
官
奏
に
「
其
職
近
二
大
納
言
一、
事
關
二
機
密
一、
官
位
料
禄
、
不
レ
可
二
便
軽
一。

請
其
位
擬
二
正
四
位
上
一、
別
封
二
二
百
戸
一、
資
人
卅
人
」
と
見
え
る
。
ま
た
、

同
じ
く
『
続
日
本
紀
』
巻
二
二
（
淳
仁
天
皇
・
天
平
宝
字
四
年
六
月
）
に
、「
天

平
元
年
、
尊
二
大
夫
人
一
為
二
皇
后
一、
湯
沐
之
外
、
更
加
二
別
封
一
千
戸
、
及
高

野
天
皇
東
宮
封
一
千
戸
一
」
と
あ
り
、
光
明
皇
后
が
湯
沐
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

康
子
内
親
王
に
つ
い
て
も
、『
大
鏡
異
本
陰
書
』
に
見
た
よ
う
に
、
本
封
の
他

に
一
千
戸
の
封
戸
が
与
え
ら
れ
た
と
あ
り
（「
准
三
宮
」
項
参
照
）、
こ
れ
が
「
別

封
」
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
旧
仕
」
は
、
古
く
か
ら
仕
え
る
臣
下
。『
漢
書
』
巻
百
下
・
敍
伝
第
七
十
下

に
、「
千
秋
時
発
、
宜
春
旧
仕
」
と
あ
る
。「
千
秋
」
は
前
漢
の
田
千
秋
、「
宜
春
」

は
前
漢
の
宜
春
侯
・
王
訴
を
指
し
、
こ
の
者
が
古
く
か
ら
仕
え
た
と
あ
る
。

　
「
併
」
は
、『
色
葉
字
類
抄
』（
前
田
本
・
黒
川
本
）
に
「
併 

シ
カ
シ
ナ
カ
ラ

〔
皆
也
〕」
と
あ
る
。
す
べ
て
、
ど
れ
も
こ
れ
も
の
意
。

　
「
飽
」
は
、
恩
恵
を
十
二
分
に
蒙
る
こ
と
。
恩
徳
に
飽
く
と
い
う
表
現
は
、『
毛

詩
』
大
雅
・
生
民
之
什
・
既
酔
に
「
既
酔
二
以
酒
一、
既
飽　
以
徳
一

二

。
君
子
万
年
、

介
二
爾
景
福
一
」
と
あ
り
、
日
本
で
も
、
大
津
連
首
「
五
言
。
春
日
於
左
僕
射

長
王
宅
宴
。
一
首
」（
懐
風
藻
・
84
）
に
「
琴
樽
宜
二
此
処
一、
賓
客
有
二
相
追
一。

飽　
徳
レ

良
為
レ
酔
、
伝
レ
盞
莫
二
遅
遅
一
」
と
見
え
る
。

　
「
湯
沐
」
は
、「
禄
令
」
で
規
定
さ
れ
た
皇
后
・
東
宮
に
支
給
さ
れ
た
食
封
の

称
。「
湯
ゆ
の
う
の
な
が
し沐
令な
が
し」「
湯と
う
も
く
の
む
ら

沐
邑
」
と
も
い
う
。
中
国
で
は
、
天
子
か
ら
授
か
る
領

地
を
「
湯
沐
邑
」
と
い
い
、
皇
后
や
公
主
（
皇
女
）
も
授
か
っ
た
。
例
え
ば
、『
漢

書
』
巻
七
・
昭
帝
に
「
帝
姉
鄂
邑
公
主
、
益
二
湯
沐
邑
一、
為
二
長
公
主
一、
共
二
養

省
中
一
」
と
見
え
る
。
日
本
で
は
、『
日
本
書
紀
』
巻
二
八
・
天
武
天
皇
上
・
元

年
六
月
に
「
今
聞
、
近
江
朝
庭
之
臣
等
、
為
レ
朕
謀
レ
害
。
是
以
、
汝
等
三
人
、

急
往
二
美
濃
国
一、
告
二
安
八
磨
郡
湯
沐
令
多
臣
品
治
一、
宣
二
示
機
要
一、
而
先
発
二

当
郡
兵
一
」
と
見
え
る
。「
禄
令
」
第
十
五
・
10
に
「
凡
食
封
者
、
一
品
八
百
戸
。

二
品
六
百
戸
…
…
中
宮
湯
沐
、
二
千
戸
」、『
延
喜
式
』
巻
第
四
三
・
春
宮
坊
に

「
東
宮
湯
沐
二
千
戸
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
続
日
本
紀
』
巻
二
二
に
も
、「
尊
二
大
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夫
人
一
為
二
皇
后
一、
湯
沐
之
外
、
更
加
二
別
封
一
千
戸
、
及
高
野
天
皇
東
宮
封
一

千
戸
一
」
と
見
え
た
。
ま
た
、『
新
抄
格
勅
符
抄
』
巻
十
・
封
戸
部
に
「
中
宮
湯

沐
邑
二
千
戸 
東
宮
二
千
戸
〔
後
封
〕」
と
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
に
見
た
と
お
り
、

湯
沐
を
支
給
さ
れ
る
の
は
、
規
定
で
は
中
宮
（
皇
后
）
と
東
宮
に
限
ら
れ
て
お

り
、
准
三
宮
の
実
際
の
食
封
と
し
て
支
給
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
本
句
は
「
雨
露
」
の
対
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、「
湯
沐
」
は
女
性

を
意
識
し
た
文
飾
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

こ
の
点
は
沈
約
「
為
二
長
城
公
主
一
謝
表
」（
藝
文
類
聚
巻
五
一
・
封
爵
部
・

婦
人
封
）
に
「
湯
沐
光
啓
、
珩
緄
昭
被
」
と
あ
る
。
天
子
の
恩
に
よ
っ
て
、
賜
っ

た
湯
沐
は
豊
か
で
臣
下
の
帯
玉
は
光
り
輝
い
て
い
る
と
い
う
意
。
日
本
で
も
、

道
真
「
為
二
諸
公
主
一
奉
レ
為
二
中
宮
一
修
二
功
徳
一
願
文
」（
巻
一
一
・
664
）
に
、「
中

宮
殿
下
、
毎
年
臘
月
、
剋
二
三
日
夜
一、
読
レ
経
礼
レ
仏
。
…
…
門
房
有
レ
閑
、
不
三

敢
奔
レ
月
以
求
二
良
薬
一。
湯
沐
雖
レ
富
、
須
三
向
レ
風
而
試
二
一
燈
一
」
と
見
え
る
。

こ
れ
は
寛
平
四
年
（
八
九
二
）
十
二
月
、
四
内
親
王
が
生
母
班
子
女
王
の
た
め

に
仏
名
懺
悔
会
を
宮
中
で
修
し
た
際
の
願
文
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
班

子
女
王
「
中
宮
殿
下
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
湯
沐
」
も
、
中
宮

に
支
給
さ
れ
た
湯
沐
を
意
味
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
班
子
女
王
が
資
産
に
富

ん
で
い
る
こ
と
を
敬
い
、
文
飾
的
に
用
い
ら
れ
た
表
現
と
見
る
の
が
穏
当
と
考

え
ら
れ
る
。

豈
図
―
予
想
も
し
な
い
こ
と
が
起
き
た
気
持
ち
を
表
し
、
次
句
（「
大
夢
早
驚

…
…
松
壝
之
蕭
条
」）
の
、
内
親
王
の
薨
去
を
い
う
表
現
に
繋
げ
る
。

　

源
大
夫
先
妣
願
文
に
「
豈
図
、
毘
嵐
妄
起
、
驚
二
帷
帳
一
而
不
レ
安
、
草
露
忽
移
、

掩
二
閨
門
一
而
長
閉
」
と
見
え
る
（【
解
説
】
参
照
）。
こ
の
他
、
道
真
「
為
二
平

子
内
親
王
先
妣
藤
原
氏
一
周
忌
法
会
願
文
」（
同
・
639
）
に
も
「
豈
図
、
神
不
レ

福
レ
仁
、
天
不
レ
祐
レ
教
、
化
生
之
理
、
永
無
レ
徹
二
於
薬
石
一、
空
寂
之
期
、
終

不
レ
吉
二
於
蓍
龜
一。
遂
以
二
去
年
八
月
三
日
一、
既
先
二
願
言
一、
乍
就
下
世
」
と
あ
り
、

こ
こ
で
も
「
豈
図
」
の
後
に
逝
去
が
述
べ
ら
れ
る
と
い
う
構
成
を
取
っ
て
い
る
。

大
夢
早
驚
出
華
殿
之
深
邃
―
康
子
内
親
王
の
薨
去
を
い
う
。

　
「
出
」
は
、
底
本
で
は
「
於
」
に
作
る
が
、
右
傍
に
「
出
カ
」
と
あ
る
。「
大

夢
早
く
驚
き
（
夢
か
ら
早
く
覚
め
る
）」
と
「
華
殿
を
出
づ
」
は
、
同
意
と
捉

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
も
文
意
を
踏
ま
え
、「
出
」
に
校
訂
す
る
。
ま
た
、

「
於
」
と
「
出
」
は
字
体
も
類
似
し
て
い
る
た
め
誤
写
が
想
定
で
き
る
。

　
「
大
夢
」
は
、
人
生
の
喩
え
。
白
居
易
「
和
微
之
詩
二
十
三
首　

和
送
劉
道

士
遊
天
台
」（
巻
五
二
・
2251
）
に
「
人
生
同
二
大
夢
一、
夢
与
レ
覚
誰
分
。
况
此
夢

中
夢
、
悠
哉
何
足
レ
云
」
と
見
え
る
。

　
「
華
殿
」
は
、
華
麗
な
正
殿
・
宮
殿
。
左
思
「
呉
都
賦
」（
文
選
巻
五
）
に

「
起
二
寝
廟
於
武
昌
一、
作
二
離
宮
於
建
業
一。
闡
二
闔
閭
之
所
一レ

営
、
采
二
夫
差
之
遺

法
一。
抗
二
神
龍
之
華
殿
一、
施
二
栄
楯
一
而
捷
猟
。
崇
二
臨
海
之
崔
巍
一、
飾
二
赤
烏
之

韡
曄
一
」
と
あ
る
。「
神
龍
」
は
、
呉
の
新
都
建
業
に
あ
る
正
殿
。
日
本
で
は
、

後
の
例
に
な
る
が
、
藤
原
明
衡
「
秋
夜
詠
二
月
照
一レ

松
和
歌
一
首
并
序
」（
本
朝

続
文
粋
巻
十
）
に
「
第
一
皇
孫
、
暫
出
二
少
陽
之
華
殿
一。
近
宴
二
長
秋
之
椒
庭
一
」

と
あ
る
。

　
「
深
邃
」
は
、
奥
深
い
さ
ま
。
宮
殿
の
奥
深
い
様
子
は
、
文
選
の
賦
に
描
か

れ
る
こ
と
が
多
く
、
例
え
ば
、「
魯
霊
光
殿
賦
」（
文
選
巻
一
一
・「
於
是
」
項

参
照
）
で
は
、「
遂
排
二
金
扉
一
而
北
入
、
霄
靄
靄
而
晻
曖
」
と
、
魯
の
霊
光
殿

の
北
向
き
の
宮
殿
の
闇
の
立
ち
こ
め
た
さ
ま
を
詠
み
、
李
善
注
に
「
言
深
邃
也
。

霄
、
冥
也
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
張
衡
「
西
京
賦
」（
文
選
巻
二
）
に
も
「
正

殿
路
寝
、
用
朝
二
群
辟
一。
大
夏
耽
耽
、
九
戸
開
闢
」
と
、
漢
の
未
央
宮
の
正
殿

の
壮
大
さ
が
詠
ま
れ
、
李
善
注
に
「
屋
之
四
下
者
為
レ
夏
。
耽
耽
、
深
邃
之
貌
也
」

と
あ
る
。
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長
暮
無
暁
隔
松
壝
之
蕭
条
―
内
親
王
が
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。

　
「
長
暮
」
は
、
と
こ
し
え
に
暗
い
墓
の
中
。「
松
壝
」
は
、
松
の
垣
。
松
は
墓

地
に
植
え
ら
れ
る
木
。「
蕭
条
」
は
、
も
の
さ
び
し
い
さ
ま
。「
古
詩
十
九
首
（
第

十
三
首
）」（
文
選
巻
二
九
／
藝
文
類
聚
巻
四
一
・
楽
部
一
・
論
楽
）
の
前
半
で

は
、
人
生
の
儚
さ
が
述
べ
ら
れ
、
人
が
埋
葬
さ
れ
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
そ
こ

で
は
、「
驅
二
車
上
東
門
一、
遥
望
二
郭
北
墓
一。
白
楊
何
蕭
蕭
、
松
柏
夾
二
広
路
一。

下
有
二
陳
死
人
一、
杳
杳
即
二
長
暮
一。
潜
二
寐
黄
泉
下
一、
千
載
永
不
レ
寤
」
と
あ
る
。

北
邙
山
の
墓
を
見
る
と
、
白
楊
が
も
の
悲
し
い
音
を
立
て
、
松
や
柏
が
墓
道
に

植
え
ら
れ
、
そ
の
下
で
は
亡
く
な
っ
た
人
々
が
真
っ
暗
な
黄
泉
の
下
で
、
永
久

に
目
覚
め
る
こ
と
が
な
い
と
詠
ま
れ
て
お
り
、
本
句
と
共
通
す
る
表
現
が
多
く

見
え
る
。
李
善
注
に
は
、「
楚
辞
曰
、
風
颯
颯
兮
木
蕭
蕭
。
仲
長
子
昌
言
曰
、

古
之
葬
者
、
松
柏
梧
桐
以
識
二
其
墳
一
也
」
と
あ
り
、「
白
楊
」
と
「
松
柏
」
は

墓
地
に
植
え
る
木
で
、
葬
っ
た
場
所
の
目
印
と
し
た
と
あ
る
。
陶
淵
明
「
挽
歌

詩
」（
文
選
巻
二
八
）
に
も
「
荒
草
何
茫
茫
、
白
楊
亦
蕭
蕭
。
厳
霜
九
月
中
、

送
我
出
遠
郊
。
四
面
無
二
人
居
一、
高
墳
正
嶕
嶢
。
馬
為
仰
レ
天
鳴
、
風
為
自
蕭
条
」

と
あ
る
。
ま
た
、
陸
機
の
「
挽
歌
詩
三
首
（
二
）」（
文
選
巻
二
八
）
で
は
死
の

世
界
が
詠
ま
れ
る
。
そ
こ
に
「
側
聴
二
陰
溝
涌
一、
臥
観
二
天
井
懸
一。
広
霄
何
寥
廓
。

大
暮
安
可
レ
晨
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
張
奐
遺
令
曰
、
地
底
冥
冥
、
長
無
二

暁
期
一
」
と
見
え
る
。「
大
暮
」
は
長
い
夜
で
死
の
時
間
を
い
い
、
地
底
は
冥
々

と
し
て
、
夜
が
明
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

鳳
台
雲
散
之
初
、
空
遺
金
卵
―
悲
嘆
表
現
。
内
親
王
が
幼
い
子
息
を
遺
し
て
薨

去
し
た
こ
と
を
悲
し
む
。
こ
こ
は
、
蕭
史
・
弄
玉
の
故
事
及
び
白
居
易
「
新
楽

府
・
両
朱
閣
」（
巻
四
・
0148
）
を
踏
ま
え
る
。

　
「
鳳
台
」
は
、
秦
の
穆
公
の
故
事
。
秦
の
穆
公
は
、
娘
の
弄
玉
と
婿
の
蕭
史

の
た
め
に
築
い
た
楼
台
。
二
人
が
蕭
を
吹
け
ば
、
天
空
か
ら
鳳
凰
が
舞
い
降
り

た
と
い
わ
れ
、
両
人
は
台
上
に
住
み
続
け
、
の
ち
に
と
も
に
鳳
凰
に
乗
っ
て
昇

天
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
康
子
内
親
王
が
こ
の
世
を
去
っ
た
こ
と
の
喩
え
。

『
列
仙
伝
』
蕭
史
（
藝
文
類
聚
巻
七
八
・
霊
異
部
上
・
仙
道
に
も
所
引
）
に
「
簫

史
者
、
秦
穆
公
時
人
也
。
善
吹
レ
簫
能
致
二
孔
白
鶴
於
庭
一。
穆
公
有
レ
女
。
字
弄
玉
。

好
レ
之
公
遂
以
女
妻
焉
。
日
教
三
弄
玉
作
二
鳳
鳴
一、
居
数
年
、
吹
レ
似
二
鳳
声
一、
鳳

凰
来
止
二
其
屋
一。
公
為
二
作
鳳
台
一
夫
婦
止
二
其
上
一、
不
レ
下
二
数
年
一、
一
旦
皆
随
二

鳳
凰
一
飛
去
。
故
秦
人
為
二
作
鳳
女
祠
於
雍
宮
中
一、
時
有
二
簫
声
一
而
已
」
と
見

え
る
。
こ
の
故
事
は
例
え
ば
、
菅
原
清
公
「
奉
和
春
閨
怨
。
一
首
」（
文
華
秀

麗
集
巻
中
・
艶
情
・
51
）
に
「
何
図
、
見
者
以
二
為
神
一。
庭
前
見
レ
舞
鸞
常
顧
、

楼
上
吹
レ
簫
鳳
未
レ
臻
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
白
居
易
「
両
朱
閣
」
で
は
、
唐
の
徳
宗
の
二
人
の
娘
の
没
後
、
そ
の

華
美
な
邸
宅
が
仏
閣
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
詠
ま
れ
、「
帝
子
吹
レ
簫
雙
得
レ
仙
、

五
雲
飄
颻
飛
上
レ
天
。
第
宅
亭
台
不
二
将
去
一、
化
為
二
仏
寺
一
在
二
人
間
一
」
と
あ
る
。

二
人
の
皇
女
は
蕭
史
・
弄
玉
の
よ
う
に
簫
を
吹
い
て
仙
人
と
な
り
、
五
色
の
雲

が
た
な
び
く
中
昇
天
し
、
そ
の
時
に
邸
宅
や
あ
ず
ま
や
と
楼
台
は
持
っ
て
行
く

こ
と
は
な
く
、
仏
寺
と
な
っ
て
人
間
界
に
残
っ
た
と
い
う
。
皇
女
が
蕭
史
と
弄

玉
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
、
ま
た
昇
天
を
描
く
際
、『
列
仙
伝
』
に
は
な
か
っ
た
雲

が
詠
ま
れ
て
お
り
、
本
句
が
「
両
朱
閣
」
を
も
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
「
雲
散
」
は
、
白
居
易
「
和
下
元
九
与
二
呂
二
一
同
宿
、
話
レ
旧
感
贈
上
」（
巻
一

四
・
0772
）
に
「
争
入
二
杏
園
一
斉
二
馬
首
一、
潜
過
二
柳
曲
一
闘
二
蛾
眉
一。
八
人
雲
散

俱
遊
宦
、
七
度
花
開
尽
別
離
」
と
見
え
る
。

　
「
初
」
は
、
…
…
し
た
ば
か
り
の
時
、
…
…
し
て
す
ぐ
に
。「
初
」
と
「
後
」

の
対
は
、
白
居
易
「
晩
庭
逐
涼
」（
巻
一
九
・
1284
）
に
「
送
客
出
レ
門
後
、
移
レ

床
下
レ
砌
初
」
と
あ
る
。

　
「
金
卵
」
は
、
底
本
で
は
、「
金
卯
」
に
作
る
。
金
卯
は
、
漢
の
姓
の
劉
氏
を

表
す
場
合
が
あ
る
。『
漢
書
』
巻
九
九
中
・
王
莽
伝
第
六
九
中
に
「
夫
、
劉
之
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為
レ
字
、
卯
金
刀
也
、
正
月
剛
卯
、
金
刀
之
利
、
皆
不
レ
得
レ
行
」
と
あ
る
よ
う
に
、

劉
氏
を
分
解
す
る
と
、
卯
金
刀
と
な
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
、『
拾
遺
記
』
巻

六
に
は
、「
劉
向
於
二
成
帝
之
末
、
校
書
天
禄
閣
一、
専
精

思
。
夜
有
二
老
人
一、

着
二
黄
衣
一、
植
二
青
藜
杖
一、
登
閣
而
進
、
見
二
向
暗
中
独
坐
誦
書
一。
…
…
向
請
二

問
姓
名
一、
云
、
我
是
太
一
之
精
。
天
帝
聞
三
金
卯
之
子
有
二
博
学
者
一、
下
而
観
焉
」

と
「
卯
金
刀
」
を
「
金
卯
0

0

之
子
」
に
作
る
例
も
見
え
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
、

文
意
に
合
わ
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
「
金
卵
」
に
校
訂
す
る
。

　「
金
卵
」
は
、
幼
い
子
ど
も
の
喩
え
。
康
子
内
親
王
は
、
公
季
出
産
後
に
亡

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
季
を
指
す
も
の
だ
ろ
う
（【
解
説
】
参
照
）。
女

性
が
故
人
の
願
文
に
お
い
て
、
故
人
が
懐
妊
中
に
亡
く
な
っ
た
場
合
や
子
ど
も

を
遺
し
て
亡
く
な
っ
た
場
合
、
卵
が
遺
さ
れ
た
と
い
う
表
現
を
用
い
て
哀
悼
す

る
表
現
が
定
型
化
し
て
い
る
。
大
江
朝
綱
「
為
二
左
大
臣
息
女
女
御
一
修
二
四
十

九
日
一
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
420
）
に
「
泣
而
更
泣
、
玉
卵
共
破
二
於
煙

巣
一、
悲
之
又
悲
、
瓊
苗
同
枯
二
於
芝
畝
一
」
と
あ
る
他
、
大
江
朝
綱
「
為
二
中
務

卿
親
王
家
室
一
四
十
九
日
願
文
」
の
「
鴛
鴦
衾
空
、
向
二
旧
枕
一
而
湿
レ
袂
、
燕

雀
巣
覆
、
撫
二
遺
卵
一
而
摧
レ
肝
」
に
見
え
た
（「
恋
古
」
項
参
照
）。

仙
圃
風
悲
之
後
、
永
絶
玉
音
―
悲
嘆
表
現
。
内
親
王
の
声
を
二
度
と
聴
く
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
意
。

　
「
仙
圃
」は
、美
し
い
草
の
一
種
。こ
こ
で
は
、康
子
内
親
王
を
敬
っ
た
語
。「
仙

圃
」
が
美
し
い
草
の
一
種
で
あ
る
こ
と
は
、
劉
言
史
「
題
二
茅
山
仙
台
薬
院
一
」

に
「
道
書
金
字
小
、
仙
圃
玉
苗
新
」
と
、
楊
巨
源
「
酬
二
于
駙
馬
一
二
首
」
に
「
瑶

草
秋
残
仙
圃
在 

綵
雲
天
遠
鳳
楼
空 

晴
花
煖
送
金
羈
影 

涼
葉
寒
生
玉
簟
風
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。
な
お
、「
瑶
草
」
は
美
し
い
草
。
江
淹
「
別
賦
」（
文

選
一
六
）
に
は
、「
又
若
下
君
居
二
淄
右
一、
妾
家
中
河
陽
上。
同
二
瓊
珮
之
晨
照
一、

共
二
金
爐
之
夕
香
一。
君
結
二
綬
兮
千
里
一、
惜
二
瑶
草
之
徒
芳
一
」
と
、
仕
官
し
た

夫
を
待
つ
妻
が
瑶
草
に
喩
え
ら
れ
て
お
り
、
李
善
注
は
『
山
海
経
』
を
引
き
「
姑

瑤
之
山
。帝
女
死
レ
焉
。名
曰
女
尸
、化
為
二

草
一
」と
、帝
女
が
死
ん
だ
後「
瑶

草
」
に
な
っ
た
と
あ
る
。

　
「
風
悲
」
は
、
物
寂
し
い
風
が
吹
く
こ
と
。
王
昌
齢
「
梁
苑
」
に
「
梁
園
秋

竹
古
時
煙
、
城
外
風
悲
欲
レ
暮
天
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
古
詩
十
九
首
（
第
十
四

首
）」（
文
選
巻
二
九
）
に
「
去
者
日
以
踈
、
生
者
日
以
親
。
出
二
郭
門
一
直
視
、

但
見
丘
与
レ
墳
。
古
墓
犂
為
レ
田
、
松
柏
摧
為
レ
薪
。
白
楊
多
二
悲
風
一、
蕭
蕭
愁
二

殺
人
一
」
と
、
古
墓
に
あ
る
白
楊
に
も
の
悲
し
い
風
が
吹
い
て
蕭
蕭
と
音
を
立

て
て
い
る
と
あ
る
。
願
文
の
哀
傷
表
現
に
「
風
悲
」
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、

空
海
「
為
二
前
清
丹
州
亡
妻
一
達
嚫
一
首
」（
性
霊
集
巻
七
・
59
）
に
「
誰
図
、

降
年
不
レ
遠
片
鳧
忽
飛
。
稟
気
不
レ
長
隻
鰈
乍
沈
。
甘
井
竭
兮
直
木
折
、
苦
雲

慘
兮
松
風
悲
」
と
、
妻
が
亡
く
な
っ
た
後
に
残
さ
れ
た
夫
を
つ
が
い
の
鳥
や
鰈

に
喩
え
、
松
風
も
悲
し
み
に
泣
く
と
あ
る
。
ま
た
後
の
例
で
は
あ
る
が
、
大
江

以
言
「
花
山
院
四
十
九
日
御
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
416
）
に
「
太
上
法
皇
、

去
年
八
月
、
亢
竜
雲
惨
、
晏
駕
霞
登
。
有
虞
舜
帝
之
徳
、
風
悲
二
玉
山
之
東
一、

阿
闍
世
王
之
夢
、
煙
暗
二
金
河
之
西
一
」
と
、
天
皇
を
「
玉
山
」
と
表
現
し
、「
玉

山
」
に
も
の
悲
し
い
風
が
吹
く
と
い
う
、
本
句
と
類
似
す
る
哀
傷
表
現
が
見
え

る
。

　
「
玉
音
」
は
、
言
葉
や
声
の
敬
称
。
こ
こ
で
は
康
子
内
親
王
の
声
。
司
馬
相

如
「
長
門
賦
」（
文
選
巻
一
六
）
に
「
伊
予
志
之
慢
愚
兮
、
懐
二
貞
愨
之
懽
心
一。

願
賜
レ
問
而
自
進
兮
、
得
レ
尚
二
君
之
玉
音
一
」
と
あ
る
。
ま
た
『
扶
桑
略
記
』

巻
二
五
・
天
暦
九
年
正
月
四
日
条
所
引
の
大
江
維
時
「
皇
帝
奉
二
為
母
儀
故
太

皇
大
后
一、
供
養
御
筆
法
華
経
願
文
」
に
「
豈
図
、
鴛
鸞
之
殿
永
鏁
、
空
隔
二
玉

音
一。
沙
鹿
之
山
再
崩
、
遂
蔵
二
金
彩
一
」
と
、
本
句
と
類
似
す
る
表
現
が
見
え
る
。

方
今
―
ち
ょ
う
ど
今
。
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願
文
で
「
方
今
」
を
置
い
て
、
忌
日
法
会
の
周
忌
が
満
ち
た
こ
と
を
い
う
の

は
、
常
套
句
。
道
真
「
為
二
藤
相
公
一、
亡
室
周
忌
、
法
会
願
文
」（
巻
一
二
・

655
）
に
「
方
今
、
露
往
霜
来
、
忌
辰
已
迫
」
と
あ
る
他
、
大
江
朝
綱
「
為
二
中

務
卿
親
王
家
室
一
四
十
九
日
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
423
）
に
「
方
今
、

飲
レ
恨
之
日
漸
積
、
食
レ
香
之
期
欲
盈
」
と
見
え
る
。

平
陽
第
裏
、
屑
心
之
悼
未
休
―
宮
中
は
未
だ
に
悲
し
み
に
暮
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
。

　
「
平
陽
」
は
、
地
名
の
平
陽
と
平
陽
公
主
を
掛
け
る
。
平
陽
は
、
今
の
山
西

省
臨
汾
市
の
南
西
で
、
暁
が
都
を
置
い
た
場
所
。
張
衡
「
南
都
賦
」（
文
選
巻
四
）

に
「
奉
二
先
帝
一
而
追
孝
、
立
二
唐
祀
乎
堯
山
一
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
先
帝
、

謂
堯
也
。
皇
甫
謐
曰
、
堯
始
封
二
於
唐
一、
今
中
山
唐
県
是
也
。
後
徙
二
晋
陽
一。

及
為
二
天
子
一、
都
平
陽
、
於
レ
詩
為
二
唐
国
一。
是
堯
以
二
唐
侯
升
一
為
二
天
子
一
也
」

と
見
え
る
。

　

平
陽
公
主
は
、『
史
記
』
巻
四
九
・
外
戚
世
家
第
一
九
・
王
太
后
に
「
景
帝

十
三
男
、
一
男
為
レ
帝
、
十
二
男
皆
為
レ
王
。
而
兒
姁
早
卒
、
其
四
子
皆
為
レ
王
。

王
太
后
長
女
号
、
号
曰
二
平
陽
公
主
一、
…
」、
同
・
衞
皇
后
に
「
陳
皇
后
母
大
長

公
主
、
景
帝
姉
也
。
数
譲
二
武
帝
姉
平
陽
公
主
曰
一
」
と
あ
る
よ
う
に
前
漢
の

景
帝
の
娘
（
武
帝
の
姉
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
陽
公
主
は
、
白
居
易
「
両
朱

閣
」（「
鳳
台
」
項
参
照
）
に
も
詠
ま
れ
て
お
り
、「
憶
昨
平
陽
宅
初
置
、
吞
二
併

平
人
幾
家
地
一。
仙
去
双
双
作
二
梵
宮
一、
漸
恐
人
間
尽
為
レ
寺
」
と
、
平
陽
公
主

の
邸
宅
も
、
亡
き
後
に
仏
寺
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
本
句
は
、

前
句
（「
鳳
台
雲
散
之
初
」）
を
承
け
た
も
の
で
、「
両
朱
閣
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
康
子
内
親
王
の
亡
き
後
の
宮
中
を
悲
嘆
し
つ
つ
、
場
を
仏
寺

へ
と
移
し
、
以
降
の
法
会
の
描
写
へ
と
繋
げ
て
い
る
。

　
「
第
裏
」
は
、
内
裏
。
大
内
裏
の
中
の
、
天
皇
の
住
居
を
中
心
と
す
る
御
殿
。

宮
中
。

　
「
屑
心
」
は
、
心
を
砕
く
こ
と
。
張
衡
「
思
玄
賦
」（
文
選
巻
一
五
）
に
「
屑
二

瑤
橤
一
以
為
レ
糇
兮
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
屑
、
碎
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、

空
海
の
「
為
二
忠
延
師
先
妣
一
講
二
理
趣
経
一
表
白
文
」（
性
霊
集
巻
八
・
76
）
に

「
豈
図
、
蒼
天
奪
二
我
親
一、
玉
儀
入
二
月
城
一。
弟
子
、
履
レ
霜
之
感
千
爛
二
我
肝
一、

沐
レ
雨
之
悲
百
二
砕　
吾
心
一
」
と
あ
る
他
、
道
真
の
源
大
夫
先
妣
願
文
に
も
「
涕

泣
之
処
、
存
二
枕
席
一
而
不
レ
遑
レ
乾
、
攀
慕
之
時
、
二
砕　
心
肝
一
而
難
レ
可
レ
制
」

と
見
え
る
。

中
陰
期
終
、
課
果
之
計
欲
献
―
四
十
九
日
の
周
忌
が
満
ち
、
内
親
王
を
さ
と
り

を
求
め
る
計
ら
い
（
法
会
を
行
う
こ
と
に
よ
る
善
業
）
を
献
上
す
る
と
い
う
こ

と
。

　
「
中
陰
」
は
、
衆
生
が
こ
の
世
の
生
を
終
え
て
か
ら
、
次
の
世
界
で
の
生
を

受
け
る
ま
で
の
期
間
。
通
常
四
十
九
日
を
い
う
。「
中
有
」
と
も
い
う
。
こ
の

期
間
が
四
十
九
日
で
あ
る
と
い
う
説
は
、『
具
舎
論
』
や
『
瑜
伽
論
』
に
見
え

る
（
河
由
真
「
仏
教
的
生
命
観
か
ら
見
た
胚
芽
複
製
問
題
」『
大
正
大
學
研
究

紀
要
第
一
〇
〇
輯
』（
二
〇
一
五
・
三
）
等
参
照
）。
ま
た
、『
法
苑
珠
林
』
巻

九
七
・
受
生
部
第
四
の
「
寿
量
長
短
」
項
で
は
、「
第
五
依
瑜
伽
論
云
、
若
未
レ

得
二
生
縁
一
極
七
日
住
。
死
而
復
生
。
乃
至
七
七
日
受
二
死
生
一。
自
レ
此
已
後
決

得
二
生
縁
一。
此
与
レ
前
四
皆
不
レ
同
也
」
と
、『
瑜
伽
論
』
を
引
い
て
、
死
後
、

七
日
が
過
ぎ
て
も
、
出
生
の
条
件
を
満
た
せ
な
け
れ
ば
再
び
七
日
が
更
に
続
き
、

こ
の
よ
う
に
出
生
の
条
件
を
満
た
せ
な
い
状
態
が
で
四
十
九
日
に
至
る
と
、
こ

の
後
は
必
ず
条
件
を
満
た
す
、
と
い
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
直
後
の
「
通
力
遅
速
」

項
で
は
、『
具
舎
論
』
が
引
か
れ
、「
俱
舍
論
云
、
此
中
陰
游
レ
空
而
去
。
如
二

人
捨
一レ

命
応
至
二
無
量
世
界
外
一
受
レ
生
。
俄
頃
即
到
。
二
乗
通
力
未
レ
出
二
一
世

界
一。中
陰
已
至
二
無
量
世
界
外
一
」と
、「
中
陰
」の
語
が
見
え
る
。日
本
で
は
、『
三
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代
実
録
』
巻
二
六
・
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
八
月
二
十
六
日
条
の
表
に
、「
僧

正
真
雅
重
抗
表
曰
、
沙
門
真
雅
言
、
小
僧
今
月
先
後
再
露
二
愚
衷
一
…
…
陛
下

致
以
二
懸
蛇
之
医
一、
問
二
以
珥
貂
之
使
一。
故
中
陰
之
体
、
感
レ
恩
而
更
来
。
東
岱

之
魂
、
頼
レ
徳
而
自
反
」
と
、「
中
陰
」
の
語
が
見
え
る
。
こ
の
他
、『
日
本
紀
略
』

後
編
一
・
醍
醐
・
延
長
八
年
十
一
月
十
五
日
条
に
、「
中
宮
奉
二
為
先
皇
一
被
レ

修
二
中
陰
一
斎
会
」
と
、
中
宮
藤
原
穏
子
が
同
年
九
月
二
十
九
日
に
崩
御
し
た

醍
醐
天
皇
の
中
陰
斎
会
を
行
う
と
あ
る
。
天
皇
崩
御
の
日
付
を
踏
ま
え
る
と
、

中
陰
が
四
十
九
日
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
後
の
例
で
あ
る
が
、
菅
原

忠
貞
「
皇
后
宮
四
十
九
日
願
文
」（
本
朝
続
文
粋
巻
一
三
）
に
「
今
既
及
二
中
陰

之
期
一、
弥
欲
レ
賁
二
上
生
之
果
一
」
と
見
え
る
。

　
「
課
果
之
計
」
は
、
さ
と
り
を
求
め
る
は
か
ら
い
。
道
真
「
為
二
藤
相
公
一
亡

室
周
忌
法
会
願
文
」（
巻
一
二
・
655
）
に
「
方
今
露
往
霜
来
、
忌
辰
已
迫
。
十

方
三
界
、
生
処
猶
迷
。
敬
奉
レ
写
金
字
法
華
経
一
部
八
巻
、
無
量
義
経
、
観
普

賢
経
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
、
般
若
心
経
各
一
巻
。
斯
乃
亡
室
宿
心
、
二
結　
考

妣
菩
提
之
果
一
也
」
と
見
え
る
。
亡
妻
の
周
忌
が
来
た
の
で
、
経
典
を
供
養
し
た
。

こ
れ
は
亡
妻
の
か
ね
て
か
ら
の
思
い
で
、
こ
の
功
徳
を
以
て
亡
母
の
菩
提
の
果

を
結
ぶ
と
い
う
意
で
、「
方
今
」
を
発
句
と
し
て
周
忌
が
来
た
こ
と
を
述
べ
る

構
成
は
本
願
文
と
一
致
す
る
。
ま
た
、「
為
二
左
大
臣
仲
平
室
藤
原
善
子
一
四
十

九
日
法
会
願
文
」（
天
慶
六
年
正
月
廿
九
日
・
大
日
本
史
料
一
編
―
八
）
に
「
爰
、

払
二
青
苔
之
砌
一、
令
レ
講
二
紫
磨
之
文
一、
迎
二
蓮
眼
之
暁
月
一、
廻
二
空
観
於
西
方
之

中
一、
開
二
花
軸
之
春
風
一、
二
求　
妙
果
於
東
嶺
之
畔
一
」
と
、「
妙
果
」
を
求
め
る

と
あ
る
。「
妙
果
」
は
、
仏
の
悟
り
の
こ
と
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、「
果
」
は

悟
り
の
こ
と
で
、「
課
果
」
は
、
法
会
の
功
徳
に
よ
っ
て
仏
の
悟
り
結
ぶ
や
求

め
る
と
い
っ
た
意
で
解
す
る
の
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
計
」
は
、
思
い
は
か
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
法
会
に
お
い
て
善
業
と
な
る

は
か
ら
い
を
行
う
こ
と
で
、
以
降
の
法
会
の
功
徳
を
賛
嘆
す
る
文
脈
に
繋
が
る
。

法
会
の
取
り
は
か
ら
い
に
「
計
」
を
用
い
る
例
は
、
道
真
「
為
二
藤
相
公
一
亡

室
周
忌
法
会
願
文
」（
巻
一
二
・
655
）
に
「
今
弟
子
先
思
二
泡
影
多
病
之
危
一、
次

尋
二
夢
想
希
有
之
教
一。
最
後
廻
二
所
職
豊
楽
之
計
一、
荘
厳
二
尊
像
一、
繕
收
二
経
王
一
」

と
、
豊
楽
の
計
を
廻
ら
し
て
尊
像
を
飾
り
、
経
典
を
収
め
る
と
あ
る
。

銷
白
銀
而
化
為
尊
像
、
研
黄
金
而
現
彼
真
文
―
法
会
で
奉
納
す
る
仏
像
と
経
典

の
こ
と
。
仏
像
は
白
銀
を
溶
か
し
て
造
り
、
経
文
は
黄
金
の
文
字
で
書
い
た
こ

と
を
い
う
。

　
「
銷
」
は
、
と
か
す
こ
と
。『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
ト
ク
」
と
あ
る
。「
遊
レ
山

慕
レ
仙
詩
」（
性
霊
集
巻
一
）
に
「
能
銷
二
金
与
一レ

石
、
誰
顧
戒
二
剛
強
一
」
と
、

金
と
石
を
と
か
す
と
あ
る
。
ま
た
、
大
江
朝
綱
「
朱
雀
院
四
十
九
日
御
願
文
」

に
は
、「
奉
レ
鋳
純
銀
阿
弥
陀
仏
像
一
軀
、
観
世
音
菩
薩
、
得
大
勢
至
菩
薩
像
各

一
体
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
413
）
と
、「
鋳
」
を
用
い
る
が
、
こ
れ
も
『
説
文

解
字
』
巻
一
四
・
上
に
「
鋳
、
銷
金
也
」
と
あ
り
、「
銷
」
と
同
じ
意
。

　
「
化
為
」
は
、
変
化
し
て
そ
の
形
に
な
る
こ
と
。『
法
華
文
句
』
巻
二
・
下
「
囲

繞
者
仏
初
出
レ
世
、
人
未
レ
知
レ
法
、
浄
居
天
下
化
二
為
人
像
一、
到
已
右
旋
、
旋

已
敬
礼
、
却
坐
聴
レ
法
、
因
二
於
天
敬
一、
人
以
為
レ
楷
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
日

本
書
紀
』
巻
第
一
・
神
代
上
に
「
于
時
、
天
地
之
中
生
二
一
物
一。
状
如
二
葦
牙
一、

便
化
二
為
神
一。
号
二
国
常
立
尊
一
」
と
、
天
と
地
の
中
に
あ
る
一
つ
の
物
が
、
神

と
な
っ
た
と
見
え
る
。

　
「
尊
像
」
は
、
仏
像
の
こ
と
。
道
真
「
木
工
允
平
遂
良
為
二
先
考
一
修
二
功
徳
一、

兼
賀
二
慈
母
六
十
齢
一
願
文
」（
巻
一
二
・
658
）
に
、「
弟
子
先
考
、
去
元
慶
六

年
五
月
二
十
日
、
奄
然
即
レ
世
。
孤
児
等
攀
二
慕
恩
愛
一、
引
二
導
尊
霊
一。
将
下
以

図
二
絵
阿
弥
陀
像
一、
書
中
写
金
光
明
経
上。
一
周
如
レ
騁
、
飛
電
猶
遺
。
双
涙
不
レ
遑
、

忌
辰
已
迫
。
於
是
、
尊
像
既
成
、
暫
闕
二
香
花
之
供
一。
真
文
未
レ
発
、
纔
存
二
紙

墨
之
儲
一
」
と
あ
り
、
前
の
阿
弥
陀
像
を
「
尊
像
」、「
金
光
明
経
」
を
「
真
文
」
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と
称
し
て
い
る
。

　
「
真
文
」
は
、
経
文
の
こ
と
。『
法
苑
珠
林
』
巻
百
・
感
応
縁
に
「
貝
葉
真
文

西
流
為
レ
始
。
仏
光
背
日
東
照
為
レ
初
」
と
あ
る
。「
貝
葉
」
は
、「
貝
多
羅
葉
」

の
略
。
多
羅
樹
の
葉
。
こ
れ
を
紙
の
か
わ
り
と
し
て
イ
ン
ド
で
は
経
文
を
書
い

た
。
ま
た
、「
木
工
允
平
遂
良
為
二
先
考
修
功
徳
一、
兼
賀
二
慈
母
六
十
齢
一
願
文
」

に
も
見
え
た
（「
尊
像
」
項
参
照
）。

　

な
お
、
白
銀
で
仏
像
を
造
っ
た
こ
と
や
黄
金
の
文
字
で
経
典
を
書
写
し
た
こ

と
は
、
大
江
朝
綱
「
村
上
天
皇
母
后
四
十
九
日
御
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・

418
）
に
「
故
、
瑩
二
白
銀
一
鋳
二
出
満
月
之
容
一、
研
二
黄
金
一
写
二
成
貫
花
之
偈
一。

其
外
、
奉
レ
書
二
同
金
字
金
剛
寿
命
経
百
巻
、
般
若
心
経
一
巻
一、
兼
期
二
春
風
一、

敬
展
二
講
席
一
」
と
、
同
様
の
例
が
見
え
る
。
後
に
は
、
慶
滋
保
胤
「
為
二
二
品

長
公
主
一
四
十
九
日
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
419
）
に
「
今
当
二
七
七
忌

辰
一、
奉
レ
冶
二
鋳
白
銀
像
阿
弥
陀
仏
、
并
観
音
勢
至
二
菩
薩
一、
奉
レ
書
二
写
黄
金

字
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
、
開
結
経
、
阿
弥
陀
経
、
転
女
成
仏
経
、
般
若
心
経

各
一
巻
一、
便
就
二
法
性
寺
一、
敬
奉
二
供
養
一
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
太
皇
太
后
、

二
品
内
親
王
と
い
う
い
ず
れ
も
皇
族
の
女
性
が
故
人
の
願
文
に
見
え
る
。

尋
法
性
之
道
場
、
翹
精
誠
而
供
養
―
法
性
寺
に
お
い
て
、
誠
意
を
尽
く
し
て
仏

像
と
経
典
を
供
養
す
る
と
い
う
こ
と
。

　
「
法
性
」
は
、
法
性
寺
の
こ
と
。
京
都
市
東
山
区
本
町
に
あ
っ
た
寺
。
延
長

三
年
（
九
二
五
）
藤
原
忠
平
が
創
建
。『
九
暦
』
天
暦
二
年
四
月
二
十
三
日
条

に
「
法
性
寺
、
是
殿
下
建
立
道
場
也
。
而
上
皇
天
下
間
、
去
承
平
年
中
立
二
御

願
堂
二
宇
一
為
二
御
願
寺
一
」
と
、
藤
原
忠
平
が
建
立
し
、
朱
雀
上
皇
の
御
願
寺

と
な
っ
た
と
あ
る
。

　
「
道
場
」
は
、
修
法
や
法
会
な
ど
を
行
う
場
所
。
大
江
朝
綱
「
為
二
中
務
卿
親

王
家
室
一
四
十
九
日
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
423
）
に
、「
方
今
、
飲
レ
恨

之
日
漸
積
、
食
レ
香
之
期
欲
レ
盈
。
非
レ
仮
二
大
日
遍
照
之
光
一、
何
成
二
黒
夜
破
暗

之
計
一。
仍
奉
レ
繢
二
八
葉
九
尊
曼
荼
羅
一
鋪
一、
奉
レ
写
二
金
字
妙
法
蓮
華
経
一
部
一

云
々
、
便
於
二
法
性
寺
道
場
一、
敬
二
開
講
肆
一
」
と
見
え
る
。

　
「
翹
」
は
、
心
に
か
け
る
こ
と
。
曹
植
「
雑
詩
六
首
（
一
）」（
文
選
巻
二
九
）

に
「
翹
レ
思
慕
二
遠
人
一、
願
欲
レ
託
二
遺
音
一
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
翹
、
猶
懸

也
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
菅
原
文
時
「
為
二
謙
徳
公
一
報
レ
恩
修
レ
善
願
文
」（
本

朝
文
粋
巻
一
四
・
422
）
に
「
平
素
不
レ
能
二
採
レ
蘭
以
翹
一レ

誠
、
愚
丹
或
欲
二
刻
レ
木

以
拝
一レ

貌
」
と
あ
り
、
文
時
は
後
の
願
文
で
も
用
い
て
い
る
。

　
「
精
誠
」
は
、
誠
実
な
こ
と
、
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
る
こ
と
。
道
真
「
為
二
温
明

殿
女
御
一
奉
下
賀
尚
侍
殿
下
六
十
算
一
修
中
功
徳
上
願
文
」（
巻
一
一
・
643
）
に
、「
弟

子
以
為
、
如
来
不
住
、
鷲
峯
自
聳
二
於
精
誠
一。
法
界
道
場
、
鹿
苑
乍
開
二
於
恭

敬
一
」
と
、「
道
場
」
と
と
も
に
見
え
る
。

花
雨
四
種
、
寧
非
紫
蓋
之
盛
□
哉
―
紫
色
の
天
蓋
の
立
派
な
飾
り
を
四
種
の
天

上
の
華
に
喩
え
そ
の
荘
厳
を
称
え
た
表
現
。

　
「
花
雨
四
種
」
は
、
四
種
の
天
上
の
華
。『
法
華
経
』
巻
一
・
序
品
に
、「
爾

時
世
尊
、
四
衆
圍
遶
、
供
養
、
恭
敬
、
尊
重
、
讃
歎
、
為
二
諸
菩
薩
一、
説
下
大

乗
経
名
中
無
量
義
、
教
二
菩
薩
一
法
、
仏
所
護
念
上。
仏
説
二
此
経
一
已
、
結
加
趺
坐
、

入
二
於
無
量
義
処
三
昧
一、
身
心
不
レ
動
。
是
時
、
天
雨
二
曼
陀
羅
華
、
摩
訶
曼
陀

羅
華
、
曼
殊
沙
華
、
摩
訶
曼
殊
沙
華
一、
而
散
二
仏
上
及
諸
大
衆
一、
普
仏
世
界
六

種
震
動
」
と
あ
る
よ
う
に
、
曼
陀
羅
華
・
摩
訶
曼
陀
羅
華
・
曼
珠
沙
華
・
摩
訶

曼
珠
沙
華
を
い
う
。
ま
た
、
本
願
文
以
前
に
は
、
大
江
維
時
「
朱
雀
院
被
レ
修
二

御
八
講
一
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
三
・
406
）
に
、「
花
雨
二
四
種
一、
弥
勒
欲
レ

決
二
疑
於
当
今
一、
材
明
二
六
通
一、
文
殊
能
弁
二
瑞
於
往
昔
一
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
紫
蓋
」は
、紫
色
の
き
ぬ
が
さ
。仏
像
な
ど
の
上
に
か
ざ
す
幡
蓋
の
こ
と
。『
延

喜
式
』（
巻
四
・
神
祇
四　

伊
勢
太
神
宮
・
度
会
宮
裝
束
）
に
「
紫
蓋
一
枚
。
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菅
笠
一
枚
。
紫
翳
一
枚
。
菅
翳
一
枚
。
壁
代
絹
帷
二
條
」
と
見
え
る
。
ま
た
、

法
会
で
天
蓋
を
荘
厳
す
る
こ
と
は
、「
臨
時
仁
王
会
呪
願
文
〔
寛
平
五
年
閏
五

月
十
八
日
〕」（
巻
一
二
・
670
）・「
臨
時
仁
王
会
呪
願
文
〔
寛
平
七
年
十
月
十
七

日
〕」（
同
671
）・「
臨
時
仁
王
会
呪
願
文
〔
寛
平
九
年
三
月
十
九
日
〕」（
同
672
）

に
「
城
内
諸
司　

都
辺
数
寺　

百
講
開
レ
座　

二
時
説
レ
経　

幡
蓋
装
厳 

香
花

供
養
」
と
見
え
る
。

香
煙
百
和
、
皆
是
珠
奩
之
旧
蔵
也
―
仏
前
で
焚
く
百
和
香
の
香
箱
す
べ
て
内
親

王
の
以
前
か
ら
所
蔵
し
て
い
た
も
の
と
い
う
意
。

　
「
香
煙
」
は
、
香
を
た
く
時
に
出
る
煙
。「
百
和
」
は
、
薫
物
の
名
。
種
々
の

香
料
を
合
わ
せ
た
練
香
。「
梁
何
遜
七
夕
詩
」（
藝
文
類
聚
巻
四
・
歳
時
中
・
七

月
七
日
）
に
「
月
映
九
微
火
、
風
吹
百
和
香
、
来
歓
蹔
巧
笑
、
還
涙
已
啼
粧
」

と
見
え
る
。
本
願
文
以
前
に
は
、
道
真
「
為
二
弾
正
尹
親
王
先
妣
紀
氏
一
修
二
功

徳
一
願
文
」（
巻
一
一
・
641
）
に
、「
今
之
此
会
、
必
至
二
此
院
一
者
、
仰
亦
就
二

先
妣
之
所
由
一
也
。
况
乎
、
法
界
道
場
、
何
処
非
二
鹿
苑
一。
如
来
不
住
、
誰
家

非
二
鷲
峯
一。
香
之
百
和
、
華
之
四
種
、
或
生
二
合
掌
一、
或
起
二
善
心
一
者
也
」
と

あ
る
。
本
願
文
と
同
様
、
法
会
の
荘
厳
を
述
べ
る
場
面
で
、
四
種
の
花
と
と
も

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
旧
蔵
」
は
、
以
前
か
ら
所
蔵
し
て
い
る
も
の
。『
後
漢
書
』
志
第
一
・
律
暦

上
に
「
熹
平
六
年
、
東
観
召
二
典
律
者
太
子
舍
人
張
光
等
一
問
準
レ
意
。
光
等

不
レ
知
、
帰
閲
二
旧
蔵
一、
乃
得
二
其
器
一
」
と
あ
る
。

　
「
珠
奩
」
は
、
神
仏
に
供
え
る
香
を
入
れ
る
美
し
い
香
箱
。「
奩
」
は
、
箱
の

こ
と
。「
珠
奩
」
の
例
は
見
え
な
い
が
、「
玉
奩
」
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
元
稹

「
開
元
観
閒
居
酬
二
呉
士
矩
侍
御
一
三
十
韻
」
に
「
醮
起
彤
庭
灯
、
香
開
白
玉
奩
」

と
あ
る
。

　

ま
た
、
当
時
の
実
際
の
法
会
の
様
子
に
つ
い
て
は
、『
吏
部
王
記
』（『
醍
醐

寺
雑
記
』
所
引
）
承
平
元
年
・
九
月
二
十
四
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
、
醍
醐
寺

で
修
せ
ら
れ
た
醍
醐
天
皇
の
周
忌
法
会
の
記
事
が
参
考
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、

「
今
上
、
奉
二
為
先
皇
御
周
忌
一、
於
二
醍
醐
寺
一
修
二
御
斎
会
一。
伝
二
聞
其
儀
一
也
。

行
事
所
、
安
置
二
金
彩
阿
弥
陀
仏
・
観
世
音
并
・
得
大
勢
并
像
・
并
三
体
於
本

堂
御
前
一
壇
上
。
ゝ
各
懸　
天
蓋

二

一、
列
二
立
白

平
文
花
机
於
仏
前
一。
備
二
仏
供

香
花
等
一。堂
南
庇
立
二
高
座
二
基
一。堂
南
庇
安
二
置
金
字
法
花
経
及
阿
弥
陀
経〔
紺

紙
、
水
精
軸
。
納
二
金
銀
平
文
櫃
一、
加
二
同
下
机
一
〕
一。
又
、
其
北
立
二
仏
布
施

机
一。
裹
二
糸
十
絇
一、
置
レ
上
。
経
二
南
列
行
香
机
二
前
一、
備
二
金
銅
奩
七
鑪
一。
散

花
机
二
前
。
具
二
散
花
筥
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
堂
の
壇
上
に
安
置
し
た
、

阿
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
菩
薩
像
に
天
蓋
を
懸
け
、
行
香
机
の
上
に
、
金
銅
の
奩

を
備
え
た
と
あ
り
、
本
願
文
で
描
か
れ
る
法
会
の
様
子
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が

多
い
。

千
比
丘
之
□
衆
…
…
同
音
称
讃
―
法
会
に
に
は
多
く
の
僧
侶
が
参
列
し
、
合
掌

帰
依
し
、
経
偈
を
讃
歎
し
た
と
い
う
こ
と
。
前
句
（「
花
雨
四
種
…
…
旧
蔵
也
」）

に
続
き
、
法
会
の
荘
厳
を
称
え
た
表
現
。

　
「
千
比
丘
」
は
、
底
本
で
は
「
七
比
丘
」
に
作
る
。
本
句
は
、「
千0

（
七0

）
此

丘
之
□
衆
」・「
百0

羅
漢
之
禅
徒
」
と
い
う
よ
う
に
対
句
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
後
の
例
で
は
あ
る
が
、『
扶
桑
略
記
』
巻
二
八
・
治
安
三
年
六

月
二
十
六
日
条
に
、
藤
原
道
長
が
法
成
寺
の
薬
師
堂
を
供
養
し
た
際
に
催
し
た

法
会
の
記
事
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
設
二
広
大
之
斎
会
一、
展
二
供
養
之
法
筵
一。
七

比
丘
之
聖
衆
、
整
二
儀
式
於
薜
蘿
之
襟
一。
百
、
余
口
之
羅
漢
、
序
二
夏
﨟
於
雲

霞
之
跡
一
」
と
見
え
、「
七0

比
丘
之
聖
衆
」・「
百0

余
口
之
羅
漢
」
の
対
が
あ
る
。

た
だ
し
、
大
江
朝
綱
「
朱
雀
院
周
忌
御
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
414
）
に
「
便

於
二
此
院
一、
敬
展
二
講
筵
一。
秋
山
運
レ
心
、
所
レ
設
者
百0

羅
漢
之
綺
饌
、
蘿
逕
分
レ

味
、
所
レ
助
者
千0

比
丘
之
霞
飡
。
以
二
此
香
縁
一、
奉
レ
飾
二
蓮
座
一
」
と
い
う
例
が
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見
え
る
。
対
と
し
て
は
や
は
り
「
千0

比
丘
」
と
「
百0

羅
漢
」
が
妥
当
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、「
七0

比
丘
」
を
「
千0

比
丘
」
に
校
訂
す
る
。

　
「
比
丘
」
は
、
出
家
得
度
し
て
具
足
戒
を
受
け
た
男
子
の
称
。
転
じ
て
一
般

に
僧
を
い
う
。『
続
日
本
紀
』
巻
三
八
・
延
暦
四
年
五
月
二
十
五
日
の
僧
侶
の

教
律
に
従
わ
な
い
者
の
処
罰
を
命
ず
る
勅
に
、「
出
家
之
人
本
事
二
行
道
一。
今

見
二
衆
僧
一、
多
乖
二
法
旨
一。
或
私
定
二
檀
越
一、
出
二
入
閭
巷
一。
或
誣
二
称
仏
驗
一、

詿
二
誤
愚
民
一。
非
下
唯
比
丘
之
不
上レ

慎
二
教
律
一、
抑
是
所
司
之
不
レ
勤
二
捉
搦
一
也
」

と
あ
る
。

　
「
合
掌
」
は
、
礼
法
の
一
つ
。
十
本
の
手
の
指
と
、
両
方
の
掌
を
顔
、
胸
な

ど
の
前
で
合
わ
せ
て
、
仏
・
菩
薩
な
ど
を
礼
拝
す
る
こ
と
。「
帰
依
」
は
、
仏
・

法
・
僧
の
三
宝
を
信
じ
敬
う
こ
と
。「
合
掌
帰
依
」
と
い
う
措
辞
は
、
道
真
「
臨

時
仁
王
会
呪
願
文
〔
寛
平
五
年
閏
五
月
十
八
日
〕」（
巻
一
二
・
670
）・「
同
〔
寛

平
七
年
十
月
十
七
日
〕」（
671
）・「
同
〔
寛
平
九
年
三
月
十
九
日
〕」（
672
）
に
「
至

心
懺
悔
、
三
業
六
根
、
合
掌
帰
依
、
十
方
諸
仏
」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
真
の
呪

願
文
に
見
え
る
。

　
「
羅
漢
」
は
、「
阿
羅
漢
」
の
略
。
上
座
部
仏
教
で
修
行
者
が
さ
と
り
に
よ
っ

て
達
し
う
る
最
高
の
地
位
。
転
じ
て
、
高
僧
、
ま
た
は
、
僧
を
い
う
。
大
江
朝

綱
「
朱
雀
院
周
忌
御
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
414
）、『
扶
桑
略
記
』
巻
二

八
に
見
え
た
（「
千
比
丘
」
項
参
照
）。

　
「
禅
徒
」
は
、
学
問
を
修
め
、
禅
定
と
知
恵
を
兼
ね
そ
ろ
え
た
高
徳
の
僧
侶
。

三
善
清
行
「
意
見
十
二
箇
条
（
応
下
消
二
水
旱
一
求
中
豊
穣
上
事
）」
に
、「
臣
窺
二

漢
国
之
史
籍
一、
閲
二
本
朝
之
文
記
一、
凡
厥
禅
徒
、
未
二
必
皆
修
学
倶
備
、
禅
智

兼
高
者
一
也
。
然
而
或
固
守
二
律
儀
一、
至
レ
死
不
レ
犯
、
或
偏
二
行
菩
薩
一、
忘
レ
身

利
レ
他
」
と
あ
る
。
漢
土
の
史
書
や
本
朝
の
記
録
と
見
る
と
、「
禅
徒
」
は
、
皆

必
ず
し
も
学
問
を
修
め
、
禅
定
と
智
恵
を
兼
ね
そ
ろ
え
た
者
で
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
死
に
至
る
ま
で
戒
律
を
固
く
守
っ
て
犯
さ
ず
、
或
い
は
、
偏
に
菩

薩
行
を
修
め
て
己
を
忘
れ
て
利
他
行
に
邁
進
す
る
者
も
あ
る
、
と
い
う
。
こ
れ

を
踏
ま
え
る
と
、
本
来
、「
禅
徒
」
と
称
さ
れ
る
の
は
、
学
問
を
修
め
、
禅
定

と
智
恵
を
兼
ね
そ
ろ
え
、
戒
律
を
守
り
、
菩
薩
行
を
修
す
る
高
徳
の
僧
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
同
音
」
は
、
声
を
そ
ろ
え
て
い
う
こ
と
。
ま
た
、
同
じ
高
さ
の
音
声
。

　「
称
讃
」
は
、
讃
歎
と
も
い
い
、
偈
頌
な
ど
を
も
っ
て
仏
・
菩
薩
の
徳
を
ほ

め
た
た
え
る
こ
と
。
道
真
「
為
二
温
明
殿
女
御
一
奉
下
賀
二
尚
侍
殿
下
六
十
算
一

修
中
功
徳
上
願
文
」（「
精
誠
」
項
参
照
）
に
、「
弟
子
、
所
以
荘
二
厳
城
中
之
一

院
一、
暫
為
二
開
会
之
勝
境
一。
採
華
停
午
、
昼
則
称
二
讃
十
七
神
名
一、
投
二
刃
毒

蛇
一、
夜
則
勤
二
修
三
摩
耶
戒
一
」
と
あ
る
。
ま
た
、
大
江
維
時
「
皇
帝
奉
二
為
母

儀
故
太
皇
大
后
一、
供
養
御
筆
法
華
経
願
文
」（「
玉
音
」
項
参
照
）
に
も
、「
為
二

梵
音
衆
一
…
…
上
従
二
親
王
公
卿
一、
下
至
二
朱
紫
綠
衫
一。
或
捧
二
綾
羅
絹
縠
之
服
一、

或
賚
二
金
銀
珠
玉
之
宝
一。
同
声
讃
歎
、
繞
二
弘
徽
殿
一
」
と
あ
る
。
梵
音
僧
（
散

華
の
後
に
梵
音
を
唱
え
る
僧
）
が
「
同
声
讃
歎
」
し
た
と
い
う
よ
う
に
、
同
意

の
表
現
と
解
せ
ら
れ
る
。

西
方
浄
刹
之
風
、
従
茲
吹
動
―
前
句
ま
で
（「
花
雨
四
種
…
…
同
音
称
讃
」）
を

承
け
て
、
法
会
の
場
そ
の
も
の
を
浄
土
に
喩
え
て
称
賛
し
た
表
現
。

　
「
西
方
」
は
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
で
極
楽
浄
土
の
こ
と
。
娑
婆
世
界
か
ら
西

方
に
十
万
億
の
仏
土
を
隔
て
た
か
な
た
に
あ
る
と
い
う
。

　
「
浄
刹
」
は
、
浄
土
の
こ
と
を
い
う
が
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
「
西
方
浄
刹
」

と
い
う
例
は
な
く
、
一
般
的
に
は
、「
西
方
浄
土
」
や
「
極
楽
浄
土
」
と
称
さ

れ
る
。
た
だ
し
、「
故
石
田
女
王
一
切
経
等
施
入
願
文
」
延
暦
十
七
年
八
月
二

十
六
日
（
東
南
院
文
書
四
―

一
一
）
に
、「
夫
、
極
楽
浄
刹
、
量
等
虚
空
、
衆
聖

登
二
真
之
勝
境
一、
浄
過
三
界
、
群
有
入
二
道
之
英
縁
一、
金
池
帯
二
八
徳
而
流
芳
一、

玉
樹
引
二
七
覚
以
宣
法
一
」
と
、「
極
楽
浄
刹
」
と
い
う
例
は
見
え
る
。
こ
の
他
、
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道
真
「
為
二
大
蔵
大
丞
藤
原
清
瀬
一、
家
地
施
二
入
雲
林
院
一
願
文
」（
巻
一
一
・

645
）
に
、「
幽
魂
則
知
二
□
蓮
架
之
丈
夫
一、
旧
院
則
見
レ
為
二
金
縄
之
浄
刹
一
」
と

い
う
例
が
見
え
る
。

　

西
方
浄
土
に
風
が
吹
い
て
い
る
こ
と
は
、『
無
量
寿
経
』
巻
上
に
、「
自
然
徳

風
、
徐
起
微
動
。
其
風
調
和
、
不
レ
寒
不
レ
暑
、
温
涼
柔
軟
、
不
レ
遅
不
レ
疾
。

吹
二
諸
羅
網
、
及
衆
宝
樹
一、
演
発
二
無
量
微
妙
法
音
一、
流
二
布
万
種
温
雅
徳
香
一。
其
、

有
レ
聞
者
塵
労
垢
習
、
自
然
不
起
。
風
触
二
其
身
一、
皆
得
二
快
楽
一。
譬
如
三
比
丘

得
二
滅
尽
三
昧
一
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
法
会
の
功
徳
を
悟
り
の
世
界
の
風
に

喩
え
る
こ
と
は
、「
香
煙
」
項
に
見
た
道
真
「
為
二
弾
正
尹
親
王
先
妣
紀
氏
一

修
二
功
徳
一
願
文
」（
巻
一
一
・
641
）
に
、「
必
至
二
此
院
一
者
、
仰
亦
就
二
先
妣
之

所
由
一
也
。
况
乎
、
法
界
道
場
、
何
処
非
二
鹿
苑
一。
如
来
不
住
、
誰
家
非
二
鷲

峯
一。
香
之
百
和
、
華
之
四
種
、
或
生
二
合
掌
一、
或
起
二
善
心
一
者
也
。
然
則
一
一

功
徳
、
惣
奉
レ
翊
二
先
帝
山
陵
一。
日
名
二
恵
日
一、
安
居
之
坐
和
レ
光
。
風
号
二
梵

風
一、
周
遍
之
路
靡　
草
レ

」
と
あ
る
。「
梵
風
」
は
、
仏
の
教
え
や
そ
の
修
行
を
風

に
喩
え
た
も
の
。
そ
の
風
が
先
帝
（
仁
明
天
皇
）
の
山
稜
の
周
り
の
草
に
吹
く

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
前
の
「
香
之
百
和
…
…
然
則
一
一
功
徳
」
を
承
け
た
も
の

で
、
法
会
の
功
徳
を
称
え
た
表
現
だ
ろ
う
。

一
乗
妙
理
之
花
、
自
然
開
敷
―
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
一
乗
の
教
え
が
、
お

の
ず
か
ら
開
き
示
さ
れ
る
、
と
い
う
意
。
法
華
一
乗
の
教
え
は
、
蓮
華
の
花
に

喩
え
ら
れ
る
。
こ
こ
も
法
会
の
場
を
称
え
た
表
現
。

　
「
一
乗
」
は
、
一
つ
の
乗
り
物
。
乗
は
、
す
べ
て
の
も
の
を
乗
せ
て
悟
り
に

赴
か
せ
る
乗
り
物
の
喩
え
で
、
一
は
仏
の
真
実
の
教
え
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
を

い
い
、
ど
ん
な
も
の
も
こ
の
仏
の
教
え
に
よ
っ
て
仏
に
な
れ
る
と
説
く
教
え
。

主
に
『
法
華
経
』
を
指
し
、
こ
こ
で
も
『
法
華
経
』
を
い
う
と
捉
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。『
法
華
経
』
を
「
一
乗
」
と
称
す
例
は
、
道
真
「
為
二
弾
正
尹
親
王
先
妣

紀
氏
一
修
二
功
徳
一
願
文
」（「
香
煙
」
項
・「
従
茲
吹
動
」
項
参
照
）
に
、「
夫
、

法
華
経
者
、
所
謂
宝
典
乎
。
惣
而
談
レ
之
、
唯
一
法
也
。
折
而
論
レ
之
、
十
微

妙
也
。
性
而
説
レ
之
、
常
楽
我
浄
也
。
情
而
言
レ
之
、
開
示
悟
入
也
。
以
二
彼
四

分
之
方
便
一、
為
二
此
一
乗
之
輪
轅
一
」
と
あ
る
。

　
「
妙
理
」
は
、
思
慮
分
別
を
超
え
た
深
遠
な
真
理
。
つ
ま
り
仏
の
説
く
真
理
。

例
え
ば
、『
華
厳
経
』
巻
第
三
・
世
主
妙
厳
品
第
一
之
三
に
「
衆
生
悪
業
為
二
重

障
一、
仏
示
二
妙
理
一
令
二
開
解
一
」
と
あ
る
。
ま
た
、
道
真
「
木
工
允
平
遂
良
為
二

先
考
一、
修
二
功
徳
一、
兼
二
賀
慈
母
六
十
齢
一
願
文
」（「
尊
像
」・「
真
文
」
項
参
照
）

に
「
仰
願
、
開
示
悟
入
之
誠
、
成
二
就
妙
理
一、
愍
二
念
有
生
之
弘
誓
一、
聴
二
許
我

等
無
二
之
誠
一、
成
二
就
慈
親
且
千
之
願
一
」
と
見
え
る
。

　
「
開
敷
」
は
、
花
が
開
く
こ
と
。
例
え
ば
、『
涅
槃
経
』（
北
本
）
巻
第
一
二
・

聖
行
品
第
七
之
三
に
「
譬
如
池
水
蓮
花
満
レ
中
、
開
敷
鮮
栄
甚
可
二
愛
楽
一
」
と

あ
る
。
ま
た
、
法
華
一
乗
の
教
え
を
蓮
華
の
花
に
喩
え
る
こ
と
は
、
道
真
「
叙

意
一
百
韻
」（
菅
家
後
集
・
484
）
に
「
皎
潔
空
観
月
、
開
敷
妙
法
蓮
」
と
あ
る
。

願
以
此
功
徳
、
奉
資
長
公
主
―
法
会
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
内
親
王
の
亡
魂
を
悟

り
の
世
界
に
導
く
こ
と
を
祈
願
し
た
句
。
願
文
の
常
套
句
。

　
「
願
以
此
功
徳
」
は
、
仏
事
の
際
に
、
最
後
に
唱
え
ら
れ
る
代
表
的
な
句
。『
法

華
経
』
巻
三
・
化
城
喩
品
の
「
今
以
奉
二
世
尊
一　

唯
垂
レ
哀
納
受　

願
以
二
此

功
徳
一　

普
及
二
於
一
切
一　

我
等
与
二
衆
生
一　

皆
共
成
二
仏
道
一
」と
、善
導『
観

無
量
寿
仏
経
疏
』
巻
一
・
玄
義
分
の
「
十
万
恒
沙
仏　

六
通
照
二
知
我
一　

今

乗
二
二
尊
教
一　

広
開
二
浄
土
門
一　

願
以
二
此
功
徳
一　

平
等
施
二
一
切
一　

同
発
二

菩
提
心
一　

往
二
生
安
楽
国
一
」
と
あ
る
の
が
著
名
。
同
様
の
措
辞
は
、
空
海
「
有

人
為
二
亡
親
一
修
二
法
事
一
願
文
」（
性
霊
集
巻
八
・
82
）
に
「
是
以
、
今
日
檀
主
、

為
下
兼
報
二
四
恩
徳
一、
次
催
二
病
患
怨
一
得
中
全
身
上、
為
下
未
来
脱
二
悪
趣
一、
得
中
解

脱
身
上、
写
二
大
乗
等
一
荘
二
厳
道
場
一。
設
二
純
陀
之
妙
供
一、
開
二
須
達
之
宝
蔵
一、
供
二
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養
一
切
三
宝
一。
以
二
此
功
徳
一、
奉
レ
資
レ
為
二
二
所
御
霊
等
一
」
と
見
え
、
法
会
の

功
徳
に
よ
っ
て
故
人
の
御
霊
が
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
願
わ
れ
て
い
る
。

　
「
資
」
は
、
助
け
る
こ
と
。
右
の
空
海
「
有
人
為
二
亡
親
一
修
二
法
事
一
願
文
」

に
見
え
た
他
、
道
真
「
為
二
右
大
臣
一、
依
二
故
太
政
大
臣
遺
教
一
以
二
水
田
一
施
二

入
興
福
寺
一
願
文
」（
巻
一
一
・
644
）
に
「
凡
、
厥
所
レ
修
功
徳
、
惣
資
二
先
霊
一
」

と
あ
る
。

　
「
長
公
主
」
は
、
底
本
で
は
、「
先
公
主
」
に
作
り
、
冒
頭
の
「
長
公
主
」
の

「
長
」
に
「
先
カ
」
と
い
う
右
傍
を
付
す
。「
先
」
は
、
亡
く
な
っ
た
人
を
指
し
、

例
え
ば
、
道
真
「
為
二
大
枝
豊
岑
・
真
岑
等
一
先
妣
周
忌
法
願
文
」（
巻
一
一
・

638
）
に
「
次
令
三
先
考
先
妣
、
願
昇
二
一
処
之
覚
岸
一
」
と
、「
先
考
」（
亡
父
）、「
先

妣
」（
亡
母
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
た
だ
し
、
亡
く
な
っ
た
内
親
王
と
い
う
意

味
で
の
「
先
公
主
」
と
い
う
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
慶
滋
保
胤
「
為
二
二
品
長

公
主
一
四
十
九
日
願
文
」（
本
朝
文
粋
巻
一
四
・
419
）
の
よ
う
に
、「
長
公
主
」

と
称
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
「
先
」
を
「
長
」
に

校
訂
す
る
。

払
秋
霧
於
五
障
之
関
―
煩
悩
の
よ
う
な
秋
霧
を
、
五
障
を
留
め
る
関
所
に
払
い

去
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
煩
悩
や
五
障
を
関
所
に
留
め
て
、
内
親
王
自
身
が
悟
り

の
世
界
に
導
か
れ
る
こ
と
を
祈
願
す
る
意
。

　
「
秋
霧
」
は
、
煩
悩
の
喩
え
。「
秋
霧
」
自
体
は
、
外
典
に
見
え
る
語
。
例
え

ば
、
王
昌
齢
「
沙
苑
南
渡
レ
頭
」
に
「
秋
霧
連
雲
白
、
帰
心
浦
漵
懸
」
と
、
あ
る
。

ま
た
、
道
真
「
晩
秋
二
十
詠
・
孤
雁
」（
巻
二
・
165
）
に
「
薄
暮
孤
飛
雁
、
閑

中
聴
不
レ
煩
。
賓
来
秋
霧
遠
、
旅
宿
暁
波
喧
」
と
あ
る
。
煩
悩
を
霧
に
喩
え
る

こ
と
は
、
本
願
文
以
前
に
、
大
江
維
時
「
朱
雀
院
被
レ
修
二
御
八
講
一
願
文
」（「
花

雨
四
種
」
項
参
照
）
に
「
風
聞
、
仏
心
湛
レ
水
、
智
恵
之
海
無
レ
涯
。
神
変
放
レ
光
、

暗
冥
之
霧
尽
散
。
花
雨
二
四
種
一、
弥
勒
欲
レ　

決
二
疑
於
当
今
一、
材
明
二
六
通
一、

文
殊
能
弁
二
瑞
於
往
昔
一
」
と
見
え
る
。
霧
を
払
う
と
い
う
表
現
は
、
嵯
峨
天

皇
「
扈
従
梵
釈
寺
。
応
製
。
一
首
」（
文
華
秀
麗
集
巻
中
・
74
）
に
「
飛
桟
樹

杪
排
レ
雲
過
、
危
磴
巌
頭
払
レ
霧
通
」
と
あ
る
。

　
「
五
障
」
は
、
女
人
の
五
障
の
こ
と
。
女
人
に
は
、
天
・
帝
釈
・
魔
王
・
転

輪
聖
王
・
仏
の
五
種
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
障
害
が
あ
る
と
い
う
、
女
人
成

仏
の
困
難
を
い
う
語
。『
法
華
経
』
巻
第
五
・
提
婆
達
多
品
に
は
、「
又
女
人
身
、

猶
、
有
二
五
障
一。
一
者
不
レ
得
レ
作
二
梵
天
王
一、
二
者
帝
釈
、
三
者
魔
王
、
四
者

転
輪
聖
王
、
五
者
仏
身
。
云
何
、
女
身
、
速
得
二
成
仏
一
」。
爾
時
、
龍
女
、

有
二
一
宝
珠
一。
価
直
三
千
大
千
世
界
。
持
以
上
レ
仏
、
仏
即
受
レ
之
。
龍
女
、

謂
二
智
積
菩
薩
尊
者
舍
利
弗
一
言
、「
我
、献
二
宝
珠
一、世
尊
納
受
。是
事
、疾
、不
」。

答
言
「
甚
疾
」。
女
言
、「
以
二
汝
神
力
一、
観
二
我
成
仏
一。
復
速
レ
於
レ
此
」。
当
時

衆
会
、
皆
、
見
下
龍
女
忽
然
之
間
変
成
二
男
子
一、
具
二
菩
薩
行
一、
即
、
往
二
南
方

無
垢
世
界
一、
坐
二
宝
蓮
華
一、
成
二
等
正
覚
一、
三
十
二
相
・
八
十
種
好
、
普
為
二
十

方
一
切
衆
生
一、
演
説
中
妙
法
上
」
と
、
沙
伽
羅
龍
王
の
八
歳
の
娘
が
、『
法
華
経
』

の
教
説
を
聴
き
、
女
性
の
身
体
を
転
じ
て
男
性
と
な
っ
て
（
変
成
男
子
）、
成

仏
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
五
障
を
伴
う
女
人
の
成
仏
を
認
め
る
拠
り
所

と
さ
れ
る
。
本
願
文
以
前
の
願
文
で
は
、
大
江
朝
綱
「
勤
子
内
親
王
願
文
」（
大

日
本
史
料
一
―
七
）
に
、「
抑
公
主
、
徒
就
擣
レ
薬
、
深
二
雲
鬘
一
而
入
二
空
門
一、

深
レ
慮
出
レ
籠
、
払
二
花
簪
一
而
謝
二
朽
宅
一、
転
身
之
際
、
寧
停
二
滞
於
五
障
之
関
一。

屈
臂
之
程
、
定
往
二
生
於
九
品
之
座
一。
今
之
所
レ
修
、
述
レ
志
而
已
」
と
、
本
句

と
同
様
の
措
辞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

飛
暁
月
於
三
覚
之
道
―
仏
の
悟
り
の
よ
う
な
暁
月
を
自
覚
・
覚
他
・
覚
行
の
三

相
の
道
に
高
く
懸
け
る
、
と
い
う
意
。

　
「
暁
月
」
は
、
明
け
方
の
月
の
意
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
仏
の
悟
り
の
喩
え
。

月
を
仏
の
悟
り
に
喩
え
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、『
涅
槃
経
』（
北
本
）
巻
第
二
・
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寿
命
品
第
一
之
二
に
、「
汝
今
已
具
二
檀
波
羅
蜜
一、

二

猶
如　
秋
月
十
五
日
夜
一。
清

浄
円
満
無
二
諸
雲
翳
一、
一
切
衆
生
無
レ
不
二
瞻
仰
一
」
と
あ
る
。
本
願
文
以
前
に
は
、

「
為
二
左
大
臣
仲
平
室
藤
原
善
子
一
四
十
九
日
法
会
願
文
」（
大
日
本
史
料
・
一

―
八
・
作
者
不
明
）
に
「
爰
払
二
青
苔
之
砌
一、
令
レ
講
二
紫
磨
之
文
一、
迎
二
蓮
眼

之
暁
月
一、
廻
二
空
観
於
西
方
之
中
一、
二
開　
花
軸
之
春
風
一、
求
二
妙
果
於
東
嶺
之

畔
一、
如
二
此
功
徳
一、
奉
レ
訪
二
幽
霊
一、
抑
二
尊
霊
一
」
と
見
え
る
。「
飛
暁
月
」
は
、「
飛

鏡
」
と
同
様
で
空
に
高
く
月
が
懸
か
る
こ
と
。
李
白
「
把
レ
酒
問
レ
月
詩
」
に
「
皎

如
三
飛
鏡
臨
二
丹
闕
一
」
と
あ
る
の
が
そ
の
例
。
ま
た
、
道
真
「
問
秀
才
紀
長
谷

雄
文
二
条
・
分
二
感
応
一
」（
巻
八
・
563
）
に
「
哀
楽
之
偏
繋
二
絃
歌
一、
通
二
叔

夜
一
而
飛
二
暁
月
一
」
と
あ
る
。

　
「
三
覚
」
は
、
仏
の
悟
り
の
三
相
。
自
覚
・
覚
他
・
覚
行
の
三
つ
。
み
ず
か

ら
さ
と
り
、
他
を
し
て
さ
と
ら
せ
、
さ
と
り
の
は
た
ら
き
が
完
成
し
て
い
る
こ

と
。『
涅
槃
経
』（
北
本
）
巻
第
二
三
・
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
三

に
「
是
三
覚
者
即
是
三
縛
、
連
綴
衆
生
無
辺
生
死
。
菩
薩
摩
訶
薩
常
作
如
是
観

察
三
覚
」
と
あ
る
。
ま
た
、
空
海
「
高
雄
山
寺
擇
二
任
三
綱
一
之
書
」（
性
霊
集

巻
九
・
101
）
に
「
変
二
五
濁
之
澆
風
一、
勤
二
三
覚
之
雅
訓
一。
酬
二
四
恩
之
広
徳
一。

興
二
三
宝
之
妙
道
一。
此
吾
願
也
」
と
見
え
る
。

悉
導
衆
生
之
無
辺
、
同
證
涅
槃
之
□
□
―
一
切
衆
生
を
悟
り
の
世
界
に
導
き
、

悟
り
の
境
地
に
至
る
こ
と
を
祈
願
す
る
句
。

　
「
導
」
は
、
底
本
は
「
辱
」
に
作
る
が
、
右
傍
に
「
導
カ
」
と
あ
る
。
文
意

と
し
て
も
、「
無
辺
」（
さ
と
り
の
世
界
）
に
「
導
」
く
、
と
解
す
る
の
が
適
当

な
の
で
「
導
」
に
校
訂
す
る
。

　
「
無
辺
」
は
、
広
々
と
し
て
果
て
し
が
な
い
こ
と
。
つ
ま
り
仏
の
悟
り
の
世
界
。

『
涅
槃
経
』（
北
本
）
巻
第
二
三
・
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
二
に
「
八

者
、
如
来
、
遍
二
満
一
切
諸
処
一、
猶
如
二
虚
空
一。
虚
空
之
性
、
不
レ
可
レ
得
レ
見
。

如
来
亦
爾
。
実
不
レ
可
レ
見
。
以
二
自
在
一
故
、
令
二
一
切
見
一。
如
レ
是
自
在
名
為
二

大
我
一、
如
レ
是
大
我
名
二
大
涅
槃
一。
以
二
是
義
一
故
名
二
大
涅
槃
一。
…
…
復
次
、
善

男
子
。
無
辺
之
物
、
乃
名
為
レ
大
。
涅
槃
無
辺
。
是
故
名
大
」
と
あ
る
。
大
意
は
、

「
如
来
で
あ
る
私
（
釈
迦
）
を
だ
れ
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
私
（
釈
迦
）

は
自
在
で
あ
る
か
ら
、
人
々
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自

在
を
大
涅
槃
と
名
付
け
る
。
無
限
の
物
は
大
で
あ
り
、
涅
槃
は
限
り
が
な
い
か

ら
大
涅
槃
と
い
う
」
で
、
涅
槃
が
無
辺
で
あ
る
と
説
く
。
ま
た
、
空
海
「
答
三

叡
山
澄
法
師
求
二
理
趣
釈
経
典
一
書
」（
性
霊
集
巻
十
・
107
）
に
「
夫
、
理
趣
妙
句
、

無
量
無
辺
、
不
可
思
議
」
と
、『
理
趣
経
』
の
妙
句
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
不

可
思
議
だ
と
あ
る
。
道
真
「
奉
二
中
宮
令
旨
一
為
二
第
一
公
主
一
賀
二
卌
齢
一
願
文
」

（
巻
一
二
・
665
）
に
も
、「
福
業
之
霑
、
薫
修
之
助
、
及
二
於
無
辺
法
界
一、
成
二

其
一
切
所
求
一
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
涅
槃
」
は
、
さ
と
り
の
境
地
。
例
え
ば
、『
涅
槃
経
』（
北
本
）
巻
第
四
・

如
来
性
品
第
四
之
一
に
「
如
二
仏
所
一レ

言
、
滅
二
諸
煩
悩
一
名
為
二
涅
槃
一。
猶
如
三

火
滅
悉
無
二
所
有
一。
滅
二
諸
煩
悩
一
亦
復
如
レ
是
。
故
名
二
涅
槃
一
」
と
あ
る
。
ま
た
、

空
海
「
綜
藝
種
智
院
式
・
序
」（
性
霊
集
巻
十
・
102
）
の
「
立
レ
身
之
要
、
治
レ

国
之
道
。
断
二
生
死
於
伊
陀
一、
證
二
涅
槃
於
蜜
多
一
」
と
見
え
る
。

　

な
お
、
脱
字
部
分
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
道
真
「
為
二
右
大
臣
一、
依
二
故
太

政
大
臣
遺
教
一
以
二
水
田
一
施
二
入
興
福
寺
一
願
文
」（
巻
一
一
・
644
）
に
「
普
及
二

無
辺
一、共
成
二
楽
果
一
」と
あ
り
、「
無
辺
」と「
楽
果
」が
対
と
な
っ
て
い
る
。「
楽

果
」
は
、
悟
り
の
境
地
の
意
。
本
句
も
こ
の
よ
う
に
悟
り
の
世
界
を
い
う
「
無

辺
」
の
対
と
し
て
、
悟
り
の
境
地
を
意
味
す
る
語
句
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
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【
通
釈
】

右
の
奉
納
さ
れ
た
仏
像
や
経
典
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
通
り
で
す
、

天
子
の
姉
弟
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
康
子
内
親
王
殿
下
は
、

揺
池
の
水
脈
を
分
け
（
天
子
の
血
を
分
け
）、

珠
の
ご
と
く
美
し
い
林
に
枝
を
連
ね
ら
れ
て
い
ま
す
（
天
子
の
兄
弟
で
あ
る
大

変
尊
い
方
で
す
）。

蘭
の
よ
う
な
芳
し
い
容
儀
の
ま
ま
、
勝
鬘
夫
人
の
袖
に
装
い
を
整
え
直
し
、

花
の
咲
く
前
や
月
の
光
に
照
り
映
え
る
麗
し
さ
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
摩
耶
夫

人
の
窓
の
う
ち
で
艶
や
か
な
粧
い
を
育
ま
れ
ま
し
た
（
仏
門
に
心
を
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
）。

宮
中
は
、
内
親
王
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
日
の
春
の
よ
う
な
華
や
ぎ
か
ら
哀
し
み

に
変
わ
り
、

宮
中
の
内
親
王
の
ゆ
か
り
の
場
所
に
風
塵
が
積
も
り
、
ご
恩
が
断
え
て
し
ま
っ

て
以
来
、

失
意
に
暮
れ
た
男
性
の
臣
下
は
、
は
ら
わ
た
を
沁
水
の
く
ま
に
慰
め
る
ご
と
く

内
親
王
を
拠
り
所
と
し
、

い
に
し
え
を
慕
う
女
性
の
臣
下
は
、
身
を
常
山
の
く
ま
に
身
を
寄
せ
る
ご
と
く

内
親
王
を
頼
り
に
し
ま
し
た
（
内
親
王
に
仕
え
た
臣
下
た
ち
は
ま
だ
内
親
王
の

ご
恩
を
支
え
に
し
て
い
ま
し
た
）。

そ
こ
で
、

内
親
王
の
准
三
宮
の
年
官
年
爵
の
恩
沢
を
、
遺
さ
れ
て
老
い
た
臣
下
は
密
か
に

待
ち
、

千
戸
余
り
も
の
湯
沐
（
別
給
封
）
に
、
古
く
か
ら
仕
え
る
臣
下
は
十
二
分
に
充

た
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
内
親
王
の
年
官
年
爵
や
俸
禄
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
ま
し

た
）。

そ
う
で
あ
っ
た
の
に
、
な
ん
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
人
生
は
夢
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
）
内
親
王
は
そ
の
長
い
は
ず
の
夢
か
ら
早

く
目
覚
め
ら
れ
、
宮
殿
の
深
窓
を
出
ら
れ
ま
し
た
（
短
い
生
涯
を
終
え
ら
れ
ま

し
た
）。

と
こ
し
え
に
暗
い
墳
墓
に
明
け
方
の
光
が
差
す
こ
と
は
な
く
、
松
の
垣
に
物
寂

し
く
被
わ
れ
て
隔
て
ら
れ
て
い
ま
す
（
内
親
王
は
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
）。

あ
あ
、

蕭
史
・
弄
玉
や
唐
の
徳
宗
の
皇
女
た
ち
が
鳳
台
か
ら
雲
が
散
じ
る
ご
と
く
飛
び

去
っ
た
よ
う
に
内
親
王
は
こ
の
世
を
去
り
、
そ
れ
と
同
時
に
、
空
し
く
幼
い
子

息
を
遺
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

玉
草
（
康
子
内
親
王
）
に
吹
く
風
が
も
の
悲
し
い
音
を
立
て
た
後
、
内
親
王
の

玉
声
は
永
遠
に
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
ま
さ
に
、

内
親
王
の
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
宮
中
は
、
未
だ
に
心
を
砕
か
れ
る
ほ
ど
の
痛
ま
し

さ
に
暮
れ
た
ま
ま
で
す
が
、

四
十
九
日
の
周
忌
が
満
ち
、
さ
と
り
を
求
め
る
（
内
親
王
を
さ
と
り
に
導
く
）

た
め
の
法
会
を
献
上
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、

白
銀
を
溶
か
し
て
仏
像
を
造
り
、

黄
金
の
文
字
で
経
文
を
書
き
現
し
ま
す
。

（
そ
し
て
）
法
性
寺
に
お
い
て
、

誠
意
を
尽
く
し
て
仏
像
と
経
典
を
供
養
し
ま
す
。

天
か
ら
降
り
注
い
だ
四
種
の
花
は
、
紫
色
の
天
蓋
の
立
派
な
飾
り
に
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

仏
前
の
百
和
香
は
、
そ
の
香
箱
す
べ
て
内
親
王
の
以
前
か
ら
所
蔵
し
て
い
た
も

の
で
す
。

千
に
及
ぶ
ほ
ど
の
僧
侶
が
、
手
を
合
わ
せ
て
三
宝
に
帰
依
し
、
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百
に
及
ぶ
ほ
ど
の
高
僧
が
、
声
を
そ
ろ
え
て
経
偈
を
讃
歎
し
ま
す
。

西
方
浄
土
の
風
は
、
こ
の
道
場
か
ら
吹
き
（
こ
の
よ
う
な
法
会
の
場
こ
そ
が
西

方
浄
土
の
よ
う
で
あ
り
）、

『
法
華
経
』
の
説
く
一
乗
の
教
え
は
、
お
の
ず
か
ら
開
き
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
会
の
功
徳
に
よ
っ
て
、

内
親
王
を
お
助
け
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
霧
（
煩
悩
）
を
、
五
障
を
留
め
る
関
所
に
払
い
去
り
、

暁
月
（
仏
の
悟
り
）
を
、
自
覚
・
覚
他
・
覚
行
の
三
相
の
道
に
高
く
懸
け
て
く

だ
さ
い
。

一
切
衆
生
を
限
り
の
な
い
悟
り
の
世
界
へ
導
き
、

皆
ひ
と
し
く
さ
と
り
の
境
地
に
至
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

敬
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

天
暦
十
一
年
七
月
廿
三
日　

別
当
大〔
源
高
明
〕

納
言

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、二
〇
二
三
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費（
課
題
番
号
・

22K
J2112

「
慶
滋
保
胤
の
願
文
の
研
究
」）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
こ
に
し
・
よ
う
こ　

本
学
博
士
後
期
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）


